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表紙説明�

編集室からひとこと�

女性�
20,629人�
（－２）�

平戸市�
全人口�

38,972人�
（－２）�

男性�
18,343人�
（±０）�

世帯数�
14,560戸�
（＋15）�

古紙配合率100％再生紙、�
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平戸市役所も参加しています。�

　３月23日、生月海の広場で、
Ｖ・ファーレン長崎サッカー教
室（生月町商工会青年部主催・松
永和之部長）が行われ、生月町サ
ッカースポーツ少年団、生月中
学校サッカー部の児童・生徒の
みなさん33人が参加しました。
Ｖ・ファーレン長崎は、現在Ｊ
リーグ（ＪＦＬ）への昇格を目指
しているチームで、鎌田安啓、
竹村栄哉、原田武男の３選手が
子どもたちを指導。シュート練
習やドリブル練習、リフティン
グなど熱心に指導していました。�

▼
�
▼
�

▼
�

▼
�

▼
�

▼
�

▼
�

▼
�

平戸市への提言　�
特集「平成19年度当初予算」�
各種補助金のご案内　�
春のおでかけ情報　�
まちのできごと　�
まちのひとびと　�
みんなの図書館　�
サン・ケア平戸通信　�
　�

Ｐ０２�
Ｐ０３�
Ｐ０８�
Ｐ１0�
Ｐ１2�
Ｐ１6�
Ｐ１8�
Ｐ１９�
�

▼
�
▼
�

▼
�

▼
�

▼
�

▼
�

▼
�

平戸遺産～宝亀教会～　�
Ｈｏｉ！ひらど、おしえて年金　�
受賞おめでとうございます　�
平戸オランダ商館風説書、�
ふるさと探検隊　�
平戸市からのお知らせ　　�
情報ひろば　　�
人口の動き・編集室から　　�

Ｐ２０�
Ｐ２１�
Ｐ２２�
�
Ｐ２４�
Ｐ２５�
Ｐ３０�
Ｐ３２�

　離島としては全国最大規模と
なる風力発電機16基が、今年３
月大島村に完成しました。高さ
67ｍのタワーに、長さ40ｍのブ
レードが３枚取り付けられ、島
の東西に８基ずつ立ち並ぶ真っ
白な風車。大島村の豊かな自然、
コバルトブルーの海、真っ青な
空に向かってそびえ立つ純白の
風車16基が織りなす風景は壮観
です。早春の風を受けながら、
ゆっくりと回る風車は、平戸の
新たな観光シンボルとして、今
後が期待されます。黒�

平成19年�

目指せ！将来はＪリーガー！�
～Ｖ・ファーレン長崎サッカー教室～～Ｖ・ファーレン長崎サッカー教室～�

目指せ！将来はＪリーガー！�
～Ｖ・ファーレン長崎サッカー教室～�

大交流時代への新たな航海！�大交流時代への新たな航海！�
た　び　 だ　ち�た　び　 だ　ち�た　び　 だ　ち�た　び　 だ　ち�

かな�

～海・しま・大地とひとが奏でる活気みなぎるまちづくり～�

■事業主体：第３セクター株式会社的山大島風力発電所�

■出資金：1,000万円�

  Ｍ＆Ｄグリーンエネルギー株式会社75％　　　　　�

  平戸市25％�

■補助対象総事業費：68億4,746万８千円�

　ＮＥＤＯ補助金：17億3,903万9千円�

　借入金：36億842万9千円�

　自己資金：15億円�

■年間想定発電量：7,590万4千kW�

　(利用率：約26％・約２万世帯分）�

■発電機仕様�

　定格出力：２千kW�

　ブレード（羽根）： 40ｍ（１基３枚）�

　高さ：107ｍ(タワー67ｍ・ブレード40m)�

　総重量約：1,220ｔ�

　 (タワー147t・ブレード19.5t・発電機92.2t・基礎960t)

　的山大島における風力発電事業は、環境に優しい持続的に再生

可能なクリーンエネルギーの開発による税収で、ライフラインで

ある簡易水道・交通船事業の経費や、地域の活性化を図っていく

ソフト事業を展開するための財源確保を目的に進められてきまし

た。�

　平成10年度に風況調査を実施し風力発電建設計画に着手しま

したが、莫大な資金調達、売電入札不落、さまざまな規制解除な

どに事業は困難を極めました。幾多の紆余曲折もありましたが、

旧大島村議会の一致団結した推進体制と、住民、地権者のみなさ

んのご理解ご協力、関連企業のみなさんの努力により今年３月に

完成することができました。このプロジェクトに携わっていただ

いた全てのみなさんありがとうございました。�

幾多の困難を乗り越えてついに完成！�

～的山大島風力発電所プロジェクト～�
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　昨年の広報ひらど４月号で実施しました「平戸市への提言」に、市内外のみなさんから98通のハガキ

をいただきました。市政全般にわたる貴重なご提言、ご要望とともに、叱た。市政全般にわたる貴重なご提言、ご要望とともに、叱咤激励の言葉をいただきあり咤激励の言葉をいただきあり

がとうございます。すぐに対応できるものについては、実がとうございます。すぐに対応できるものについては、実行しています。そのほかの意見については、

今後のまちづくりの参考とさせていただいています。今後のまちづくりの参考とさせていただいています。�

　今月号では、昨年同様市民のみなさんからの提言を募集　今月号では、昨年同様市民のみなさんからの提言を募集します。併せて、昨年度、市民のみなさんか

らお寄せいただいた提言の一部を、回答とあわせて紹介しらお寄せいただいた提言の一部を、回答とあわせて紹介します。ます。�

　昨年の広報ひらど４月号で実施しました「平戸市への提言」に、市内外のみなさんから98通のハガキ

をいただきました。市政全般にわたる貴重なご提言、ご要望とともに、叱咤激励の言葉をいただきあり

がとうございます。すぐに対応できるものについては、実行しています。そのほかの意見については、

今後のまちづくりの参考とさせていただいています。�

　今月号では、昨年同様市民のみなさんからの提言を募集します。併せて、昨年度、市民のみなさんか

らお寄せいただいた提言の一部を、回答とあわせて紹介します。�

市民のみなさんからの�
　　提言・ご意見を募集します！�

「平戸市への提言」�「平戸市への提言」�

提 言�

１�
生月から平戸市民病院への送迎バスを、�
自家用車で通院できない人のために運行できないか。�

　現在、外来や透析を受ける患者さんには交通アクセスが悪く、不便をきたしていると認識してい

ます。�

　病院独自のバス運行となると、路線競合の問題や経費的な問題もあり難しいところです。病院と

しては、西肥バスと生月バスの相互乗り入れなどにより、市民のみなさんの利便性向上を図りたい

と考えています。今後、両バス会社と十分協議を進めて、相互乗り入れが便利になるよう検討します。�

【回答：平戸市民病院】�

提 言�

2

崎方公園にごみ箱が設置してあるため、その周囲が散らかっています。�
ほとんどの公園では、ごみの持ち帰りが原則となっているはずです。�
ごみ箱を撤去すれば、ごみの散らかりが少なくなるのではないでしょうか。�

　平戸市には、自然公園および都市公園が８箇所あります。平成16年度までは全ての公園にごみ箱

を設置していましたが、ご指摘の通り一部の心ない人達による無分別のごみ投棄や、それに伴う悪

臭、そしてカラスによるごみの散乱でひどい状態が見受けられるようになりました。そこで平成17

年から、使用頻度の低いごみ箱から順に撤去しています。崎方公園のごみ箱についても今年の３月

に撤去しました。これからも観光地「平戸」として再び訪れたくなるような環境の整備に努めてま

いりますので、今後ともよろしくお願いします。　　　　　　　　　【回答：都市計画課】�

・「都市基盤」に関するご意見が多数を占めました。道路・ �

　住宅などの整備に関する意見が目立ちました。�

・「厚生福祉」では、高齢者へのケアや、子育て支援体制

　への要望が多くありました。�

・「産業振興」については、農業・漁業・観光業と、平戸

　市全体の課題が指摘されております。�

・「その他」職員の接遇について、叱咤激励、今後の展望

　など貴重なご意見をいただきました。�

「平戸市への提言」分類別内訳�苦情苦情�
2％�

都市基盤都市基盤�
42％�

産業振興産業振興�
9％�

市民生活市民生活�
4％�

厚生福祉厚生福祉�
10％�

教育文化教育文化�
7％�

その他その他�
26％�
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一般会計当初予算�
211億1,000万円�

市民１人当たり　市民１人当たり　54万1,671円�

大交流時代への新たな航海！大交流時代への新たな航海！�

～海・しま・大地とひとが奏でる活気みなぎるまちづくり～海・しま・大地とひとが奏でる活気みなぎるまちづくり～�

平成19年度当初予算�
一般会計当初予算�
211億1,000万円�

市民１人当たり　54万1,671円�

　　　戸市のまちづくりの基本となる、平成　　　戸市のまちづくりの基本となる、平成19年度当初予算が、年度当初予算が、3月定例市議会で可決されました月定例市議会で可決されました。�

　　　一般会計当初予算の総額は　　　一般会計当初予算の総額は211211億１千万円で、平成億１千万円で、平成18年度当初予算と比べて９億３千万円、年度当初予算と比べて９億３千万円、4.2％の減と％の減と

なっていますなっています。�

　また、本市財政が危機的な状況にあることから、２月に　また、本市財政が危機的な状況にあることから、２月に「財政健全化計画財政健全化計画」を策定し、これに基づいて予算をを策定し、これに基づいて予算を

編成しています。この計画は、「財政再建団体への転落阻止」、「財政収支の均衡」を基本目標として、職員の給与

や人員の削減はもちろん、内部経費の節減、受益とのバランスからみた負担の適正化や、費用対効果の低い歳出の見

直しを行っています。�

　将来を見据えた健全な行財政運営を確立するために、財政健全化策を講じていきますので、市民のみなさん

のご理解とご協力をお願いしますのご理解とご協力をお願いします。�

　　　戸市のまちづくりの基本となる、平成19年度当初予算が、3月定例市議会で可決されました。�

　　　一般会計当初予算の総額は211億１千万円で、平成18年度当初予算と比べて９億３千万円、4.2％の減と

なっています。�

　また、本市財政が危機的な状況にあることから、２月に「財政健全化計画」を策定し、これに基づいて予算を

編成しています。この計画は、「財政再建団体への転落阻止」、「財政収支の均衡」を基本目標として、職員の給与

や人員の削減はもちろん、内部経費の節減、受益とのバランスからみた負担の適正化や、費用対効果の低い歳出の見

直しを行っています。�

　将来を見据えた健全な行財政運営を確立するために、財政健全化策を講じていきますので、市民のみなさん

のご理解とご協力をお願いします。�

大交流時代への新たな航海！�

～海・しま・大地とひとが奏でる活気みなぎるまちづくり～�

平成19年度当初予算�

平�平�

会　計　名�

水 道 事 業 �

病 院 事 業 �

交通船事業�

合　　計�

金　　　額�

12億2,247万円�

27億9,045万円�

1億7,132万円�

41億8,424万円�

対前年比�

（18.6％減）�

（2.0％増）�

（3.5％減）�

（5.2％減）�

◎企業会計◎企業会計�◎特別会計◎特別会計� ◎企業会計�

会　計　名�

国民健康保険�

老人保健�

介護保険�

簡易水道事業�

農業集落排水事業�

宅地開発事業�

あづち大島いさりびの里事業�

合　　　計�

金　　額�

55億7,474万円�

54億3,452万円�

34億5,054万円�

4億8,706万円�

2,475万円�

2,804万円�

5,931万円�

150億5,896万円�

対前年比�

（15.5％増）�

（11.4％減）�

（1.2％増）�

（26.4％減）�

（1.9％増）�

（41.2％減）�

（32.6％増）�

（0.9％減）�

◎特別会計�

　平成19年度当初予算編成にあたっては、「新しいまちづくり計画」の基本理

念の創造に向け、平戸市が持つ豊かな自然や歴史文化などを最大限活用しなが

ら、次の世代に多くの負担を残さないよう事業の取捨選択を行い、財政体質の

改善と健全財政の堅持を推進していくことを基本としました。�

　特に、財政健全化を最重要課題とし、本年を「財政再建元年」と位置づけ、「財

政健全化計画」に基づいた予算編成を行うこととし、今年度から歳出総額抑制

を図るため「枠配分方式」の試行導入を行い、限られた財源に創意工夫を凝らし、

６つの基本目標である�

　「魅力ある観光の振興と交流人口の拡大」�

　「活力ある産業振興と雇用の創出」�

　「健やかで笑顔とやさしさがあふれる地域社会の形成」�

　「自然と共生した安全で快適な生活基盤の確保」�

　「明日を担う人材の育成と個性豊かな地域文化の振興」�

　「参加と連携による自立した地域の確立」�

へ重点的・効率的に配分した予算編成に努力しました。�

「財政再建元年」�
／予算編成の基本方針　白　市長あいさつ要旨（３月定例市議会）�

▲企業会計とは、水道・病院・交通船事業など、民間企�
業と同じように、事業で収益をあげてそれで賄う独立
採算性を原則とした会計です。�
特別会計とは、国民健康保険税などの特定の収入があり、
一般会計と分けて経理することで収支をはっきりさせ
た会計です。�

▲
�

たびだちたびだち�たびだち�

かなかな�かな�
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　昨年の広報ひらど４月号で実施しました「平戸市への提言」に、市内外のみなさんから98通のハガキ
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　今月号では、昨年同様市民のみなさんからの提言を募集します。併せて、昨年度、市民のみなさんか

らお寄せいただいた提言の一部を、回答とあわせて紹介します。�

市民のみなさんからの�
　　提言・ご意見を募集します！�

「平戸市への提言」�「平戸市への提言」�

提 言�

１�
生月から平戸市民病院への送迎バスを、�
自家用車で通院できない人のために運行できないか。�

　現在、外来や透析を受ける患者さんには交通アクセスが悪く、不便をきたしていると認識してい

ます。�

　病院独自のバス運行となると、路線競合の問題や経費的な問題もあり難しいところです。病院と

しては、西肥バスと生月バスの相互乗り入れなどにより、市民のみなさんの利便性向上を図りたい

と考えています。今後、両バス会社と十分協議を進めて、相互乗り入れが便利になるよう検討します。�

【回答：平戸市民病院】�

提 言�

2

崎方公園にごみ箱が設置してあるため、その周囲が散らかっています。�
ほとんどの公園では、ごみの持ち帰りが原則となっているはずです。�
ごみ箱を撤去すれば、ごみの散らかりが少なくなるのではないでしょうか。�

　平戸市には、自然公園および都市公園が８箇所あります。平成16年度までは全ての公園にごみ箱

を設置していましたが、ご指摘の通り一部の心ない人達による無分別のごみ投棄や、それに伴う悪

臭、そしてカラスによるごみの散乱でひどい状態が見受けられるようになりました。そこで平成17

年から、使用頻度の低いごみ箱から順に撤去しています。崎方公園のごみ箱についても今年の３月

に撤去しました。これからも観光地「平戸」として再び訪れたくなるような環境の整備に努めてま

いりますので、今後ともよろしくお願いします。　　　　　　　　　【回答：都市計画課】�

・「都市基盤」に関するご意見が多数を占めました。道路・ �

　住宅などの整備に関する意見が目立ちました。�

・「厚生福祉」では、高齢者へのケアや、子育て支援体制

　への要望が多くありました。�

・「産業振興」については、農業・漁業・観光業と、平戸

　市全体の課題が指摘されております。�

・「その他」職員の接遇について、叱咤激励、今後の展望

　など貴重なご意見をいただきました。�

「平戸市への提言」分類別内訳�苦情苦情�
2％�

都市基盤都市基盤�
42％�

産業振興産業振興�
9％�

市民生活市民生活�
4％�

厚生福祉厚生福祉�
10％�

教育文化教育文化�
7％�

その他その他�
26％�

苦情�
2％�

都市基盤�
42％�

産業振興�
9％�

市民生活�
4％�

厚生福祉�
10％�

教育文化�
7％�

その他�
26％�

一般会計当初予算�
211億1,000万円�

市民１人当たり　市民１人当たり　54万1,671円�

大交流時代への新たな航海！大交流時代への新たな航海！�

～海・しま・大地とひとが奏でる活気みなぎるまちづくり～海・しま・大地とひとが奏でる活気みなぎるまちづくり～�

平成19年度当初予算�
一般会計当初予算�
211億1,000万円�

市民１人当たり　54万1,671円�

　　　戸市のまちづくりの基本となる、平成　　　戸市のまちづくりの基本となる、平成19年度当初予算が、年度当初予算が、3月定例市議会で可決されました月定例市議会で可決されました。�

　　　一般会計当初予算の総額は　　　一般会計当初予算の総額は211211億１千万円で、平成億１千万円で、平成18年度当初予算と比べて９億３千万円、年度当初予算と比べて９億３千万円、4.2％の減と％の減と

なっていますなっています。�

　また、本市財政が危機的な状況にあることから、２月に　また、本市財政が危機的な状況にあることから、２月に「財政健全化計画財政健全化計画」を策定し、これに基づいて予算をを策定し、これに基づいて予算を

編成しています。この計画は、「財政再建団体への転落阻止」、「財政収支の均衡」を基本目標として、職員の給与

や人員の削減はもちろん、内部経費の節減、受益とのバランスからみた負担の適正化や、費用対効果の低い歳出の見

直しを行っています。�

　将来を見据えた健全な行財政運営を確立するために、財政健全化策を講じていきますので、市民のみなさん

のご理解とご協力をお願いしますのご理解とご協力をお願いします。�

　　　戸市のまちづくりの基本となる、平成19年度当初予算が、3月定例市議会で可決されました。�

　　　一般会計当初予算の総額は211億１千万円で、平成18年度当初予算と比べて９億３千万円、4.2％の減と

なっています。�

　また、本市財政が危機的な状況にあることから、２月に「財政健全化計画」を策定し、これに基づいて予算を

編成しています。この計画は、「財政再建団体への転落阻止」、「財政収支の均衡」を基本目標として、職員の給与

や人員の削減はもちろん、内部経費の節減、受益とのバランスからみた負担の適正化や、費用対効果の低い歳出の見

直しを行っています。�

　将来を見据えた健全な行財政運営を確立するために、財政健全化策を講じていきますので、市民のみなさん

のご理解とご協力をお願いします。�

大交流時代への新たな航海！�

～海・しま・大地とひとが奏でる活気みなぎるまちづくり～�

平成19年度当初予算�

平�平�

会　計　名�

水 道 事 業 �

病 院 事 業 �

交通船事業�

合　　計�

金　　　額�

12億2,247万円�

27億9,045万円�

1億7,132万円�

41億8,424万円�

対前年比�

（18.6％減）�

（2.0％増）�

（3.5％減）�

（5.2％減）�

◎企業会計◎企業会計�◎特別会計◎特別会計� ◎企業会計�

会　計　名�

国民健康保険�

老人保健�

介護保険�

簡易水道事業�

農業集落排水事業�

宅地開発事業�

あづち大島いさりびの里事業�

合　　　計�

金　　額�

55億7,474万円�

54億3,452万円�

34億5,054万円�

4億8,706万円�

2,475万円�

2,804万円�

5,931万円�

150億5,896万円�

対前年比�

（15.5％増）�

（11.4％減）�

（1.2％増）�

（26.4％減）�

（1.9％増）�

（41.2％減）�

（32.6％増）�

（0.9％減）�

◎特別会計�

　平成19年度当初予算編成にあたっては、「新しいまちづくり計画」の基本理

念の創造に向け、平戸市が持つ豊かな自然や歴史文化などを最大限活用しなが

ら、次の世代に多くの負担を残さないよう事業の取捨選択を行い、財政体質の

改善と健全財政の堅持を推進していくことを基本としました。�

　特に、財政健全化を最重要課題とし、本年を「財政再建元年」と位置づけ、「財

政健全化計画」に基づいた予算編成を行うこととし、今年度から歳出総額抑制

を図るため「枠配分方式」の試行導入を行い、限られた財源に創意工夫を凝らし、

６つの基本目標である�

　「魅力ある観光の振興と交流人口の拡大」�

　「活力ある産業振興と雇用の創出」�

　「健やかで笑顔とやさしさがあふれる地域社会の形成」�

　「自然と共生した安全で快適な生活基盤の確保」�

　「明日を担う人材の育成と個性豊かな地域文化の振興」�

　「参加と連携による自立した地域の確立」�

へ重点的・効率的に配分した予算編成に努力しました。�

「財政再建元年」�
／予算編成の基本方針　白　市長あいさつ要旨（３月定例市議会）�

▲企業会計とは、水道・病院・交通船事業など、民間企�
業と同じように、事業で収益をあげてそれで賄う独立
採算性を原則とした会計です。�
特別会計とは、国民健康保険税などの特定の収入があり、
一般会計と分けて経理することで収支をはっきりさせ
た会計です。�

▲
�

たびだちたびだち�たびだち�

かなかな�かな�
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民
の
み
な
さ
ん
が
納
め
る
市

　
　
税
は
、
約
28
億
円
で
昨
年
よ

り
10
％
程
度
増
え
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
税
制
改
正
に
よ
り
、
国
の
所

得
税
か
ら
地
方
の
住
民
税
に
税
源

が
移
譲
さ
れ
た
こ
と
が
主
な
要
因

で
す
。
地
方
交
付
税
は
、
前
年
比

２
・
１
％
増
の
約
94
億
円
を
計
上

し
て
い
ま
す
。�

　
ま
た
、
借
入
金
で
あ
る
市
債
は
、

漁
港
や
道
路
整
備
な
ど
の
建
設
事

業
の
財
源
と
し
て
約
21
億
円
を
計

上
し
、
歳
入
総
額
に
占
め
る
割
合

は
10
％
程
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

借
り
入
れ
に
当
た
っ
て
は
、
返
済

時
に
国
か
ら
助
成
が
あ
る
有
利
な

市
債
を
選
び
、
市
民
の
み
な
さ
ん�

の
負
担
を
軽
減
で
き
る
よ
う
努
め

て
い
ま
す
。�

　
本
市
の
場
合
、
市
税
、
分
担
金
・

負
担
金
、
使
用
料
・
手
数
料
な
ど

の
自
前
で
調
達
で
き
る
お
金
（
自

主
財
源
）
は
、
歳
入
総
額
の
３
割

も
あ
り
ま
せ
ん
。
中
で
も
、
収
入

の
柱
で
あ
る
は
ず
の
市
税
が
全
体

の
わ
ず
か
13
％
程
度
し
か
な
く
、

全
国
平
均
の
35
％
と
比
べ
て
も
大

変
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
自
前
の
お
金
で
足
り
な
い
分
は
、

国
や
県
か
ら
の
仕
送
り
と
も
い
え

る
地
方
交
付
税
や
国
県
支
出
金
、

市
債
な
ど
で
賄
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
は
依
存
財
源
と
い
わ
れ
、
全

体
の
８
割
近
く
を
占
め
て
い
ま
す
。�

依
存
財
源
の
全
国
平
均
が
約
５
割

な
の
で
、
い
か
に
本
市
が
国
・
県

に
頼
っ
た
状
況
で
あ
る
か
が
わ
か

り
ま
す
。
し
か
も
、
こ
こ
数
年
は
、

『
三
位
一
体
の
改
革
』
に
よ
る
国

庫
支
出
金
の
削
減
や
地
方
交
付
税

の
見
直
し
が
行
わ
れ
、
市
の
財
政

は
ま
す
ま
す
苦
し
い
状
況
と
な
っ

て
い
ま
す
。�

限られた財源　逼迫した市の財政�

歳　入�歳　出�
限られた財源　逼迫した市の財政�

　
　
出
予
算
に
つ
い
て
は
、
義
務

　
　
的
経
費
が
高
く
、
全
体
の
約

半
分（
50
・
１
％
）を
占
め
て
い
ま

す
。
義
務
的
経
費
と
は
、
職
員
の

給
与
な
ど
で
あ
る
人
件
費
、
借
入

金
の
返
済
金
で
あ
る
公
債
費
、
児

童
手
当
・
保
育
所
運
営
費
な
ど
の

福
祉
関
係
経
費
で
あ
る
扶
助
費
が

あ
り
ま
す
。
全
国
平
均
も
48
・
４

％
と
高
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
人

件
費
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
、
職

員
給
与
費
な
ど
を
見
直
し
、
昨
年

よ
り
３
・
７
％（
約
１
億
５
千
万
円
）

の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
投
資
的
経
費
は
、
総
額
の
約
16

％
を
占
め
て
い
ま
す
。
投
資
的
経

費
と
は
、
漁
港
や
市
道
の
生
活
・

産
業
基
盤
整
備
や
学
校
施
設
の
整

備
な
ど
の
こ
と
で
す
。�

　
義
務
的
経
費
の
割
合
が
高
く
な

る
と
、
投
資
的
経
費
に
使
え
る
お

金
が
少
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

し
か
し
、
道
路
を
舗
装
し
た
り
、

崖
崩
れ
を
直
し
た
り
、
古
く
な
っ

た
学
校
を
改
造
し
た
り
す
る
こ
と

は
、
私
た
ち
だ
け
で
な
く
将
来
の

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
も
今
や
っ

て
お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

本
市
で
は
、
国
や
県
か
ら
の
仕
送

り
の
対
象
と
な
る
事
業
を
優
先
し
、

そ
れ
で
も
足
り
な
い
と
き
に
借
入

金
を
し
て
い
ま
す
。�

　
平
成
19
年
度
当
初
予
算
編
成
で

は
、
昨
年
の「
財
政
危
機
宣
言
」を

受
け
、
財
政
健
全
化
計
画
に
基
づ

き
、
財
源
不
足
額
を
８
億
円
解
消

す
る
こ
と
を
目
標
と
し
ま
し
た
。

　
歳
出
で
は
、
人
件
費
を
は
じ
め
、

事
務
事
業
の
見
直
し
を
行
っ
た
も

の
の
、
歳
入
に
お
い
て
、
地
方
交

付
税
が
当
初
試
算
額
よ
り
減
額
の

見
込
み
と
な
り
、
財
源
不
足
解
消

額
は
６
億
５
千
万
円
に
と
ど
ま
り

目
標
に
は
届
き
ま
せ
ん
で
し
た
。�

　
こ
の
よ
う
に
、
本
市
の
財
政
は
、

大
変
厳
し
い
状
態
に
あ
り
ま
す
が
、

更
な
る
財
政
健
全
化
な
ど
を
検
討
・

実
施
し
て
い
く
と
と
も
に
、
機
能

的
で
効
率
的
な
財
政
運
営
の
確
保

に
努
め
ま
す
。�

厳しい財政状況�

市の財政は、市税などの自力で確保できる収入が少なく、

国から交付される地方交付税や借金である市債に大きく

頼らざるをえない厳しい状況です。�

一般会計当初予算�
211億1,000万円�

収　入�

給　料�

�

親からの仕送り�

�

銀行などからの�

借入金�

貯金の取り崩し�

その他�

�

�

合　計�

単位：円�

39,900�

�

201,000�

�

29,400�

�

13,500�

16,200�

�

�

300,000

市の場合�

市民税や固定資産税

など�

国・県からの補助金、�

地方交付税など�

市債（市の借入金）�

�

基金繰入金�

市営住宅の使用料、�

廃棄物処理にかかる手

数料など�

※長崎県平均１世帯当たり１か月の消費支出（いわゆる生　活
費）が310,046円となっていることから、家計簿の額　300,000
円としました。�
　（総務省統計局『家計調査年報平成17年』）�

＊参　考＊�

平戸市の家計簿�
（１か月の収入が300,000円の世帯に置き換えた場合）�

支　出�

食費・光熱水費�

�

ローンの返済�

�

家族の医療費など�

�

自宅の増改築・修繕費�

�

友人・知人への支援�

�

家族への仕送り�

�

貯金・株式投資など�

�

合　計�

単位：円�

87,600�

�

50,100�

�

43,500�

�

51,000�

�

37,800�

�

22,200�

�

7,800�

�

300,000

市の場合�

職員の給料など�

（人件費・物件費）�

市債の返済�

（公債費）�

生活保護給付費など

（扶助費）�

道路や漁港、学校�

などの建設費�

個人・団体への�

補助費など�

特別・企業会計への

繰出金�

基金積立金、中小�

企業への貸付金など�

平戸市の家計簿�
（１か月の支出が300,000円の世帯に置き換えた場合）�

歳� 市�

財源不足額の�
解消に向けて�
財源不足額７億９千万円（昨年度14億４千万円）�

自主財源に乏しい�
　　平戸市の財政�

自主財源　23.2％（昨年度　23.1％）�

市税市税�
28億450万円万円�
（13.3％）�

基金繰入金基金繰入金�
9億5,444万円万円�
（4.5％）�

分担金分担金・負担金負担金�
使用料使用料・手数料手数料�
5億5,625万円万円�
（2.6％）�

諸収入諸収入など�
5億9,151万円万円�
（2.8％）�

地方交付税地方交付税�
93億9,000万円万円�
（44.5％）�

県支出金県支出金�
18億2,768万円万円�
（8.7％）�

地方譲与税地方譲与税など�
10億1,280万円万円�
（4.8％）�

市債市債�
20億7,160万円万円�
（9.8％）�

国庫支出金国庫支出金�
19億122万円万円�
（9.0％）�

※（　）（　）内の数値数値は構成比構成比� ※（　）（　）内の数値数値は構成比構成比�

市税�
28億450万円�
（13.3％）�

基金繰入金�
9億5,444万円�
（4.5％）�

分担金・負担金�
使用料・手数料�
5億5,625万円�
（2.6％）�

諸収入など�
5億9,151万円�
（2.8％）�

地方交付税�
93億9,000万円�
（44.5％）�

県支出金�
18億2,768万円�
（8.7％）�

地方譲与税など�
10億1,280万円�
（4.8％）�

人件費人件費�
39億8,435万円万円�
（18.9％）�

投資的経費投資的経費�
33億6,883万円万円�
（15.9％）�

補助費等補助費等�
26億5,477万円万円�
（12.6％）�

物件費物件費�
21億6,862万円万円�
（10.3％）�

繰出金繰出金�
15億5,829万円万円�
（7.4％）�

積立金積立金・貸付金貸付金など�
5億5,246万円万円�
（2.6％）�

人件費�
39億8,435万円�
（18.9％）�

投資的経費�
33億6,883万円�
（15.9％）�

補助費等�
26億5,477万円�
（12.6％）�

物件費�
21億6,862万円�
（10.3％）�

繰出金�
15億5,829万円�
（7.4％）�

人件費�
39億8,435万円�
（18.9％）�

公債費公債費�
35億3,673万円万円�
（16.7％）�

公債費�
35億3,673万円�
（16.7％）�

扶助費扶助費�
30億5,847万円万円�
（14.5％）�

扶助費�
30億5,847万円�
（14.5％）�

投資的経費�
33億6,883万円�
（15.9％）�

補助費等�
26億5,477万円�
（12.6％）�

物件費�
21億6,862万円�
（10.3％）�

繰出金�
15億5,829万円�
（7.4％）�

積立金・貸付金など�
5億5,246万円�
（2.6％）�

維持補修費維持補修費�
2億2,748万円万円�
（1.1％）�

維持補修費�
2億2,748万円�
（1.1％）�

市債�
20億7,160万円�
（9.8％）�

国庫支出金�
19億122万円�
（9.0％）�

※（　）内の数値は構成比� ※（　）内の数値は構成比�

月30万円の収入のうち、
給料は４万円くらいし
かなくて、親からの仕
送りが 20 万円以上も
あるのね。�

生活していくために約３万
円借りて、これまでに借り
た分の返済が約５万円だか
ら借金は減っているんだね！�
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民
の
み
な
さ
ん
が
納
め
る
市

　
　
税
は
、
約
28
億
円
で
昨
年
よ

り
10
％
程
度
増
え
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
税
制
改
正
に
よ
り
、
国
の
所

得
税
か
ら
地
方
の
住
民
税
に
税
源

が
移
譲
さ
れ
た
こ
と
が
主
な
要
因

で
す
。
地
方
交
付
税
は
、
前
年
比

２
・
１
％
増
の
約
94
億
円
を
計
上

し
て
い
ま
す
。�

　
ま
た
、
借
入
金
で
あ
る
市
債
は
、

漁
港
や
道
路
整
備
な
ど
の
建
設
事

業
の
財
源
と
し
て
約
21
億
円
を
計

上
し
、
歳
入
総
額
に
占
め
る
割
合

は
10
％
程
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

借
り
入
れ
に
当
た
っ
て
は
、
返
済

時
に
国
か
ら
助
成
が
あ
る
有
利
な

市
債
を
選
び
、
市
民
の
み
な
さ
ん�

の
負
担
を
軽
減
で
き
る
よ
う
努
め

て
い
ま
す
。�

　
本
市
の
場
合
、
市
税
、
分
担
金
・

負
担
金
、
使
用
料
・
手
数
料
な
ど

の
自
前
で
調
達
で
き
る
お
金
（
自

主
財
源
）
は
、
歳
入
総
額
の
３
割

も
あ
り
ま
せ
ん
。
中
で
も
、
収
入

の
柱
で
あ
る
は
ず
の
市
税
が
全
体

の
わ
ず
か
13
％
程
度
し
か
な
く
、

全
国
平
均
の
35
％
と
比
べ
て
も
大

変
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
自
前
の
お
金
で
足
り
な
い
分
は
、

国
や
県
か
ら
の
仕
送
り
と
も
い
え

る
地
方
交
付
税
や
国
県
支
出
金
、

市
債
な
ど
で
賄
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
は
依
存
財
源
と
い
わ
れ
、
全

体
の
８
割
近
く
を
占
め
て
い
ま
す
。�

依
存
財
源
の
全
国
平
均
が
約
５
割

な
の
で
、
い
か
に
本
市
が
国
・
県

に
頼
っ
た
状
況
で
あ
る
か
が
わ
か

り
ま
す
。
し
か
も
、
こ
こ
数
年
は
、

『
三
位
一
体
の
改
革
』
に
よ
る
国

庫
支
出
金
の
削
減
や
地
方
交
付
税

の
見
直
し
が
行
わ
れ
、
市
の
財
政

は
ま
す
ま
す
苦
し
い
状
況
と
な
っ

て
い
ま
す
。�

限られた財源　逼迫した市の財政�

歳　入�歳　出�
限られた財源　逼迫した市の財政�

　
　
出
予
算
に
つ
い
て
は
、
義
務

　
　
的
経
費
が
高
く
、
全
体
の
約

半
分（
50
・
１
％
）を
占
め
て
い
ま

す
。
義
務
的
経
費
と
は
、
職
員
の

給
与
な
ど
で
あ
る
人
件
費
、
借
入

金
の
返
済
金
で
あ
る
公
債
費
、
児

童
手
当
・
保
育
所
運
営
費
な
ど
の

福
祉
関
係
経
費
で
あ
る
扶
助
費
が

あ
り
ま
す
。
全
国
平
均
も
48
・
４

％
と
高
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
人

件
費
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
、
職

員
給
与
費
な
ど
を
見
直
し
、
昨
年

よ
り
３
・
７
％（
約
１
億
５
千
万
円
）

の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
投
資
的
経
費
は
、
総
額
の
約
16

％
を
占
め
て
い
ま
す
。
投
資
的
経

費
と
は
、
漁
港
や
市
道
の
生
活
・

産
業
基
盤
整
備
や
学
校
施
設
の
整

備
な
ど
の
こ
と
で
す
。�

　
義
務
的
経
費
の
割
合
が
高
く
な

る
と
、
投
資
的
経
費
に
使
え
る
お

金
が
少
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

し
か
し
、
道
路
を
舗
装
し
た
り
、

崖
崩
れ
を
直
し
た
り
、
古
く
な
っ

た
学
校
を
改
造
し
た
り
す
る
こ
と

は
、
私
た
ち
だ
け
で
な
く
将
来
の

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
も
今
や
っ

て
お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

本
市
で
は
、
国
や
県
か
ら
の
仕
送

り
の
対
象
と
な
る
事
業
を
優
先
し
、

そ
れ
で
も
足
り
な
い
と
き
に
借
入

金
を
し
て
い
ま
す
。�

　
平
成
19
年
度
当
初
予
算
編
成
で

は
、
昨
年
の「
財
政
危
機
宣
言
」を

受
け
、
財
政
健
全
化
計
画
に
基
づ

き
、
財
源
不
足
額
を
８
億
円
解
消

す
る
こ
と
を
目
標
と
し
ま
し
た
。

　
歳
出
で
は
、
人
件
費
を
は
じ
め
、

事
務
事
業
の
見
直
し
を
行
っ
た
も

の
の
、
歳
入
に
お
い
て
、
地
方
交

付
税
が
当
初
試
算
額
よ
り
減
額
の

見
込
み
と
な
り
、
財
源
不
足
解
消

額
は
６
億
５
千
万
円
に
と
ど
ま
り

目
標
に
は
届
き
ま
せ
ん
で
し
た
。�

　
こ
の
よ
う
に
、
本
市
の
財
政
は
、

大
変
厳
し
い
状
態
に
あ
り
ま
す
が
、

更
な
る
財
政
健
全
化
な
ど
を
検
討
・

実
施
し
て
い
く
と
と
も
に
、
機
能

的
で
効
率
的
な
財
政
運
営
の
確
保

に
努
め
ま
す
。�

厳しい財政状況�

市の財政は、市税などの自力で確保できる収入が少なく、

国から交付される地方交付税や借金である市債に大きく

頼らざるをえない厳しい状況です。�

一般会計当初予算�
211億1,000万円�

収　入�

給　料�

�

親からの仕送り�

�

銀行などからの�

借入金�

貯金の取り崩し�

その他�

�

�

合　計�

単位：円�

39,900�

�

201,000�

�

29,400�

�

13,500�

16,200�

�

�

300,000

市の場合�

市民税や固定資産税

など�

国・県からの補助金、�

地方交付税など�

市債（市の借入金）�

�

基金繰入金�

市営住宅の使用料、�

廃棄物処理にかかる手

数料など�

※長崎県平均１世帯当たり１か月の消費支出（いわゆる生　活
費）が310,046円となっていることから、家計簿の額　300,000
円としました。�
　（総務省統計局『家計調査年報平成17年』）�

＊参　考＊�

平戸市の家計簿�
（１か月の収入が300,000円の世帯に置き換えた場合）�

支　出�

食費・光熱水費�

�

ローンの返済�

�

家族の医療費など�

�

自宅の増改築・修繕費�

�

友人・知人への支援�

�

家族への仕送り�

�

貯金・株式投資など�

�

合　計�

単位：円�

87,600�

�

50,100�

�

43,500�

�

51,000�

�

37,800�

�

22,200�

�

7,800�

�

300,000

市の場合�

職員の給料など�

（人件費・物件費）�

市債の返済�

（公債費）�

生活保護給付費など

（扶助費）�

道路や漁港、学校�

などの建設費�

個人・団体への�

補助費など�

特別・企業会計への

繰出金�

基金積立金、中小�

企業への貸付金など�

平戸市の家計簿�
（１か月の支出が300,000円の世帯に置き換えた場合）�

歳� 市�

財源不足額の�
解消に向けて�
財源不足額７億９千万円（昨年度14億４千万円）�

自主財源に乏しい�
　　平戸市の財政�

自主財源　23.2％（昨年度　23.1％）�

市税市税�
28億450万円万円�
（13.3％）�

基金繰入金基金繰入金�
9億5,444万円万円�
（4.5％）�

分担金分担金・負担金負担金�
使用料使用料・手数料手数料�
5億5,625万円万円�
（2.6％）�

諸収入諸収入など�
5億9,151万円万円�
（2.8％）�

地方交付税地方交付税�
93億9,000万円万円�
（44.5％）�

県支出金県支出金�
18億2,768万円万円�
（8.7％）�

地方譲与税地方譲与税など�
10億1,280万円万円�
（4.8％）�

市債市債�
20億7,160万円万円�
（9.8％）�

国庫支出金国庫支出金�
19億122万円万円�
（9.0％）�

※（　）（　）内の数値数値は構成比構成比� ※（　）（　）内の数値数値は構成比構成比�

市税�
28億450万円�
（13.3％）�

基金繰入金�
9億5,444万円�
（4.5％）�

分担金・負担金�
使用料・手数料�
5億5,625万円�
（2.6％）�

諸収入など�
5億9,151万円�
（2.8％）�

地方交付税�
93億9,000万円�
（44.5％）�

県支出金�
18億2,768万円�
（8.7％）�

地方譲与税など�
10億1,280万円�
（4.8％）�

人件費人件費�
39億8,435万円万円�
（18.9％）�

投資的経費投資的経費�
33億6,883万円万円�
（15.9％）�

補助費等補助費等�
26億5,477万円万円�
（12.6％）�

物件費物件費�
21億6,862万円万円�
（10.3％）�

繰出金繰出金�
15億5,829万円万円�
（7.4％）�

積立金積立金・貸付金貸付金など�
5億5,246万円万円�
（2.6％）�

人件費�
39億8,435万円�
（18.9％）�

投資的経費�
33億6,883万円�
（15.9％）�

補助費等�
26億5,477万円�
（12.6％）�

物件費�
21億6,862万円�
（10.3％）�

繰出金�
15億5,829万円�
（7.4％）�

人件費�
39億8,435万円�
（18.9％）�

公債費公債費�
35億3,673万円万円�
（16.7％）�

公債費�
35億3,673万円�
（16.7％）�

扶助費扶助費�
30億5,847万円万円�
（14.5％）�

扶助費�
30億5,847万円�
（14.5％）�

投資的経費�
33億6,883万円�
（15.9％）�

補助費等�
26億5,477万円�
（12.6％）�

物件費�
21億6,862万円�
（10.3％）�

繰出金�
15億5,829万円�
（7.4％）�

積立金・貸付金など�
5億5,246万円�
（2.6％）�

維持補修費維持補修費�
2億2,748万円万円�
（1.1％）�

維持補修費�
2億2,748万円�
（1.1％）�

市債�
20億7,160万円�
（9.8％）�

国庫支出金�
19億122万円�
（9.0％）�

※（　）内の数値は構成比� ※（　）内の数値は構成比�

月30万円の収入のうち、
給料は４万円くらいし
かなくて、親からの仕
送りが 20 万円以上も
あるのね。�

生活していくために約３万
円借りて、これまでに借り
た分の返済が約５万円だか
ら借金は減っているんだね！�
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�

◎障害者自立・地域生活支援事業　6億7,433万円�

　（身体障害者・知的障害者施設訓練等支援など）�

◎老人保護措置費　1億9,344万円�

　（養護老人ホーム）�

◎福祉医療給付事業　1億5,006万円�

　（障害者、乳幼児、母子、寡婦などの医療費助成）�

◎保育所運営費　8億3,036万円�

　（民間保育所運営費）�

◎児童手当給付事業　2億9,761万円�

　（０歳から小学校６年生まで）�

◎児童扶養手当給付事業　1億6,737万円�

　（母子家庭などへの助成）�

◎生活保護費　7億1,000万円�

　（生活・医療扶助など）�

◎老人保健事業　1億　355万円�

　（健康診査、がん検診、健康教育、訪問指導など）�

�

◎外国青年招致事業　1,962万円�

　（中学校英語指導助手）�

◎生月中学校屋内運動場整備事業　1,876万円�

　（H19～20年度施工）�

◎大島中学校屋外運動場整備事業　901万円�

　（H19年度施工）�

◎社会体育振興に要する経費　2,419万円�

　（ひらどツーデーウォーク、いきつきロードレース、�

　  たびらクロスカントリーなど）�

◎和蘭商館復元事業　1億8,385万円�

　（復元整備、展示資料収集、復元検討・周知、発掘調査など）�

◎大島村神浦重要伝統的建造物群保存整備事業　318万円�

　（保存基本計画策定など）�

◎「栗林　写真展」開催事業　164万円�

　（長崎県美術館）�

�

◎日蘭交流事業　1,312万円�

　（オランダ人青年招致、青少年スポーツ交流・オランダ人芸術家招致）�

◎路線バス維持対策事業　8,010万円�

　（市内生活路線・広域生活路線維持費）�

◎松浦鉄道施設整備事業　1,433万円�

　（車両更新、橋梁・線路改修など）�

◎体験型観光に要する経費　357万円�

　（体験情報誌作成ほか）�

◎観光イベントに要する経費　1,070万円�

　（平戸城下・歌仙灯籠まつり、たびら夏祭りなど） �

�

◎田平風力発電所建設事業　1億7,013万円�

　（風力発電所建設に対する補助）�

◎農業後継者結婚対策事業　97万円　�

　（結婚推進活動、交流会実施など）　�

◎ながさき「食と農」支援事業　1,719万円�

　（農作業機械整備費補助（トラクターほか）など）�

◎和牛オリンピック対策奨励事業　162万円�

　（平成24年度全国共進会長崎大会に向けた優良雌牛の創生）�

◎農地・水・農村環境保全向上活動支援事業　584万円�

　（農地・農業用水等資源の保全管理）�

◎総合鳥獣被害防止施設整備事業　1,807万円�

　（電気柵設置補助）�

◎有害鳥獣被害防止対策事業　2,033万円�

　（箱罠およびくくり罠購入、駆除委託など） �

◎漁港施設整備事業　6億4,243万円�

　（早福・堤漁港整備、県工事負担金など） �

◎中小企業振興対策に要する経費　2億1,963万円�

　（中小企業振興資金預託金など）�

�

◎防犯対策に要する経費　593万円�

　（防犯灯設置に対する補助など）�

◎一般廃棄物収集に要する経費　1億5,324万円�

　（ごみ収集、ごみ袋販売）�

◎北松北部環境組合に要する経費　9億9,939万円�

　（北松北部環境組合負担金）�

◎浄化槽設置整備事業　8,112万円�

　（合併処理浄化槽設置に対する補助）�

◎道路新設改良事業　9億2,807万円�

　（山中・紐差線、下亀釜田線、壱部中央線、佐志宇戸白岩線など）�

◎街路整備事業　1億8,002万円�

　（亀岡上町線）�

◎公営住宅建設事業　1億3,058万円�

　（大久保団地・日の浦団地公営住宅建設整備）�

�

◎議会中継システム整備事業　805万円�

　（インターネット配信、公共施設配信）�

◎広報ひらど発行に要する経費　1,088万円�

　（毎月15,100部発行）�

◎協働のまちづくり推進事業　70万円�

　（市民・職員の研修、協働のまちづくり指針の作成ほか）�

◎行政評価導入に要する経費　228万円�

　（行政評価本格導入経費）�
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活力ある産業振興と雇用の創出�

自然と共生した安全で快適な生活基盤の確保�

参加と連携による自立した地域の確立�

魅力ある観光の振興と交流人口の拡大�

健やかで笑顔とやさしさがあふれる地域社会の形成�

明日を担う人材の育成と個性豊かな地域文化の振興�
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�

◎障害者自立・地域生活支援事業　6億7,433万円�

　（身体障害者・知的障害者施設訓練等支援など）�

◎老人保護措置費　1億9,344万円�

　（養護老人ホーム）�

◎福祉医療給付事業　1億5,006万円�

　（障害者、乳幼児、母子、寡婦などの医療費助成）�

◎保育所運営費　8億3,036万円�

　（民間保育所運営費）�

◎児童手当給付事業　2億9,761万円�

　（０歳から小学校６年生まで）�

◎児童扶養手当給付事業　1億6,737万円�

　（母子家庭などへの助成）�

◎生活保護費　7億1,000万円�

　（生活・医療扶助など）�

◎老人保健事業　1億　355万円�

　（健康診査、がん検診、健康教育、訪問指導など）�

�

◎外国青年招致事業　1,962万円�

　（中学校英語指導助手）�

◎生月中学校屋内運動場整備事業　1,876万円�

　（H19～20年度施工）�

◎大島中学校屋外運動場整備事業　901万円�

　（H19年度施工）�

◎社会体育振興に要する経費　2,419万円�

　（ひらどツーデーウォーク、いきつきロードレース、�

　  たびらクロスカントリーなど）�

◎和蘭商館復元事業　1億8,385万円�

　（復元整備、展示資料収集、復元検討・周知、発掘調査など）�

◎大島村神浦重要伝統的建造物群保存整備事業　318万円�

　（保存基本計画策定など）�

◎「栗林　写真展」開催事業　164万円�

　（長崎県美術館）�

�

◎日蘭交流事業　1,312万円�

　（オランダ人青年招致、青少年スポーツ交流・オランダ人芸術家招致）�

◎路線バス維持対策事業　8,010万円�

　（市内生活路線・広域生活路線維持費）�

◎松浦鉄道施設整備事業　1,433万円�

　（車両更新、橋梁・線路改修など）�

◎体験型観光に要する経費　357万円�

　（体験情報誌作成ほか）�

◎観光イベントに要する経費　1,070万円�

　（平戸城下・歌仙灯籠まつり、たびら夏祭りなど） �

�

◎田平風力発電所建設事業　1億7,013万円�

　（風力発電所建設に対する補助）�

◎農業後継者結婚対策事業　97万円　�

　（結婚推進活動、交流会実施など）　�

◎ながさき「食と農」支援事業　1,719万円�

　（農作業機械整備費補助（トラクターほか）など）�

◎和牛オリンピック対策奨励事業　162万円�

　（平成24年度全国共進会長崎大会に向けた優良雌牛の創生）�

◎農地・水・農村環境保全向上活動支援事業　584万円�

　（農地・農業用水等資源の保全管理）�

◎総合鳥獣被害防止施設整備事業　1,807万円�

　（電気柵設置補助）�

◎有害鳥獣被害防止対策事業　2,033万円�

　（箱罠およびくくり罠購入、駆除委託など） �

◎漁港施設整備事業　6億4,243万円�

　（早福・堤漁港整備、県工事負担金など） �

◎中小企業振興対策に要する経費　2億1,963万円�

　（中小企業振興資金預託金など）�

�

◎防犯対策に要する経費　593万円�

　（防犯灯設置に対する補助など）�

◎一般廃棄物収集に要する経費　1億5,324万円�

　（ごみ収集、ごみ袋販売）�

◎北松北部環境組合に要する経費　9億9,939万円�

　（北松北部環境組合負担金）�

◎浄化槽設置整備事業　8,112万円�

　（合併処理浄化槽設置に対する補助）�

◎道路新設改良事業　9億2,807万円�

　（山中・紐差線、下亀釜田線、壱部中央線、佐志宇戸白岩線など）�

◎街路整備事業　1億8,002万円�

　（亀岡上町線）�

◎公営住宅建設事業　1億3,058万円�

　（大久保団地・日の浦団地公営住宅建設整備）�

�

◎議会中継システム整備事業　805万円�

　（インターネット配信、公共施設配信）�

◎広報ひらど発行に要する経費　1,088万円�

　（毎月15,100部発行）�

◎協働のまちづくり推進事業　70万円�

　（市民・職員の研修、協働のまちづくり指針の作成ほか）�

◎行政評価導入に要する経費　228万円�

　（行政評価本格導入経費）�
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自然と共生した安全で快適な生活基盤の確保�

参加と連携による自立した地域の確立�

魅力ある観光の振興と交流人口の拡大�

健やかで笑顔とやさしさがあふれる地域社会の形成�

明日を担う人材の育成と個性豊かな地域文化の振興�
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各種補助金の前期申請は�
4月27日（金）まで�

応援します！�
「ひと」が生き生きと活躍できるまち「ひらど」�
応援します！�
「ひと」が生き生きと活躍できるまち「ひらど」�

　さまざまな活動に対し、補助金の交付を受けるには、事前

に「登録申請」と「事業計画書の提出」が必要です。�

　なお、補助回数については、次の１～３の事業を除き、回

数に制限がある場合があります。�

 １　「平戸市にぎわいづくり支援事業補助金の販路開拓事業」�

２　「平戸市コンベンション開催事業費補助金」�

３　「平戸市スポーツ振興事業補助金」�

　市では、市民のみなさんが行うさまざまな活動に対し、補助金を交付しています。４月２日（月）から４

月27日（金）までが前期申請受付期間となっていますので、交付を受けたい団体・個人は申請してください。�

　なお、本年度から各種補助金については、交付要件が変更になっているものがありますので、詳しい

内容については、各担当窓口にて事前にご確認ください。�

録申請など�登�

前期　４月２日（月）～ ４月27日（金）�

後期　10月１日（月）～10月31日（水）�

※申請の方法や詳しいことは、各担

　当窓口へお問い合わせください。�

業計画書の提出期限�事�

●平戸市ひらど豊かな人づくり推進事業補助金　　　　担当課：企画課・各支所総務企画課�
　補助の内容、対象…地域の特色を生かし、独創的、個性的な「まちづくり」を行う団体の活動�

国内研修事業�

団体育成事業�

�

活性化活動�

助成事業�

市長特認事業�

１�

２�

�

３�

�

４�

１�

�

�

２�

�

３�

�

４�

事　　業　　の　　内　　容�事　業　区　分�

●平戸市ひらどふれあい福祉事業補助金　　　　　  担当課：福祉事務所・各支所市民生活課�
　補助の内容、対象…地域福祉の向上を図るため活動する社会福祉活動団体�

(1)福祉サービスなどに係る研修会の開催�

(2)地域の実情に応じた福祉サービスに係る調査研究�

(3)その他社会福祉活動団体育成・支援に資する事業�

(1)社会福祉活動団体による健康講座、スポーツ大会などの開催など�

(2)健康および生きがいづくりマニュアル作成などによる啓発普及�

(3)在宅高齢者および障害者などの安全を守る事業�

(4)在宅高齢者および障害者などの社会参加を推進する事業�

(5)その他健康・生きがいづくり推進に資する事業�

(1)社会福祉活動団体による子育て講座、スポーツ大会などの開催など�

(2)子育てマニュアル作成などによる啓発普及�

(3)子どもの安全を守る事業�

(4)その他子育てなど次世代育成推進に資する事業�

上記１～３に該当しないもので特に市長が認める事業�

社会福祉活動団体�

育成・支援事業�

�

健康・生きがいづくり�

推進事業�

�

�

�

子育て等次世代育成�

推進事業�

�

�

市長特認事業�

１�

�

�

２�

�

�

�

�

３�

�

�

�

４�

１�

�

�

２�

�

３�

４�

�

１�

２�

�

�

３�

�

４�

�

５�

�

事　　業　　の　　内　　容�事　業　区　分�

●平戸市豊かな農山村づくり事業補助金　　　　　　　 担当課：農林課・各支所産業振興課�
　補助の内容、対象…農山村地域の活性化や、意欲的な営農への取り組みを積極的に行う個人、団体の活動�

(1)農林業後継者育成のための調査研修など�

(2)新規に就労した青年農業者およびＵターンなどによる新規就労者�

(3)農業経営大学校などへの就学者�

(1)特産品開発、販売促進活動、コスト低減などのための技術開発など�

(2)特色ある農林業の振興�

(1)体験農林業、体験学習など　(2)都市部との交流イベントなど�

(1)農林業活性化のため、学識経験者などを招へいして行う講演会など�

(2)農林業振興作目の推進など、農林業活性化のための調査、研修など�

担い手対策支援事業�

�

�

高付加価値型農林業の�

振興対策事業�

交流推進事業�

その他活性化に資する事業�

事　　業　　の　　内　　容�事　業　区　分�

●平戸市にぎわいづくり支援事業補助金　　　　　  　担当課：観光商工課・各支所産業振興課�
　補助の内容、対象…地域資源を活かしたイベント開催や商店街の集客、特色ある商品の開発などに取り　　　
　　　　　　  組む個人・団体の活動�

観光客の誘致を目的として本市が所有する観光資源を活用したイベント事業�

(1)商店街の環境およびマーケティングに係る調査、研究など�

(2)商店街が空き店舗などを活用して実施する実験・創造的事業�

(3)集客につながるイベント事業�

(1)研究開発に係る諸調査および指導を受ける事業�

(2)研究開発事業　(3)品評会の開催�

(1)展示会の開催または見本市への参加�

(2)調査、指導を受ける事業�

地場特産品の物産展への参加�

地域資源を活かしたイベント開催事業�

商店街賑わい創出事業�

�

�

新商品・新技術開発事業�

�

需要開拓事業�

�

販路開拓事業�

事　　業　　の　　内　　容�事　業　区　分�

●平戸市花とみどりのふるさとづくり事業補助金　　　 　担当課：市民課・各支所市民生活課�
　補助の内容、対象…地域環境美化のため、沿道や公園などで植栽などを行うボランティア団体などの活動�

沿道、観光施設、公園などに花壇などの整備を行う団体に対する助成�

街路などに設置するフラワーポットの整備を行う団体に対する助成�

花壇整備事業�

街路等における花植栽事業�

１�

２�

事　　業　　の　　内　　容�事　業　区　分�

●平戸市コンベンション開催事業費補助金　　　　  担当課：観光商工課・各支所産業振興課�
　補助の内容、対象…コンベンションなどの開催により観光客を誘致し、地域活性化を図るための活動�

市内施設で、大会や合宿などを開催する団体に対する助成�コンベンション開催助成事業�

事　　業　　の　　内　　容�事　業　区　分�

●平戸市国際交流振興事業補助金　　　　　　　　　　担当課：企画課・各支所総務企画課�
　補助の内容、対象…諸外国との友好親善を深めるため、国際交流を行っている個人、団体の活動�

(1)市が募集する友好都市等親善訪問団に参加する市民に対する助成�

(2)文化、スポーツ、経済などの交流事業もしくは調査研修を行う団体に対する助成�

(3)県が認める事業で、15歳以下の児童・生徒を海外へ派遣する交流事業に対する助成�

活動計画が国際交流につながる団体で、団体設立後の活動が１年未満の団体を育成支援�

するための助成�

国際交流に関係する団体が、市内において行う国際交流活動に対する助成で、１年以上�

継続して行っている事業に対する助成。ただし、団体設立後１年を経過した団体に限る。�

上記１～３に該当しないもので特に市長が認める事業�

国際交流事業�

�

�

団体育成事業�

�

国際交流活動�

育成事業�

市長特認事業�

事　　業　　の　　内　　容�事　業　区　分�

●平戸市スポーツ振興事業補助金　　　　　　　担当課：生涯学習課・各支所教育委員会分室�
　補助の内容、対象…地域スポーツの振興と普及、競技力の向上を図る個人、団体の活動�

県代表として九州大会以上へ参加する個人または団体�

スポーツ振興のための研修会、講習会に参加する個人または団体�

県代表選手強化育成および強化合宿�

国際大会出場選手、全国レベルの有名選手およびチーム招へい�

競技力および技術向上のため開催するスポーツ教室�

指導者の養成およびスポーツ振興のための講師招へい�

県大会以上の地元開催�

上記１～７に該当しないもので特に市長が認める事業�

競技大会参加事業【随時受付】�

研修会等参加事業【随時受付】�

選手強化事業�

有名選手及びチーム招へい事業�

スポーツ教室開催事業�

指導者養成事業�

各種大会誘致事業�

市長特認事業�

１�

２�

３�

４�

５�

６�

７�

８�

事　　業　　の　　内　　容�事　業　区　分�

（※２～８は、市体育協会に加盟している団体、個人に限ります。）�

市外地域で目的を明確にした調査研修を行う団体に対する助成�

活動計画が地域の活性化につながる団体で、団体設立後の活動が１年未満の団体を育成

支援するための助成�

国・県などの補助に該当しない活性化に関わる事業で、１年以上継続して行っている事

業に対する助成。ただし、団体設立後１年を経過した団体に限る。�

上記１～3に該当しないもので特に市長が認める事業�
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各種補助金の前期申請は�
4月27日（金）まで�

応援します！�
「ひと」が生き生きと活躍できるまち「ひらど」�
応援します！�
「ひと」が生き生きと活躍できるまち「ひらど」�

　さまざまな活動に対し、補助金の交付を受けるには、事前

に「登録申請」と「事業計画書の提出」が必要です。�

　なお、補助回数については、次の１～３の事業を除き、回

数に制限がある場合があります。�

 １　「平戸市にぎわいづくり支援事業補助金の販路開拓事業」�

２　「平戸市コンベンション開催事業費補助金」�

３　「平戸市スポーツ振興事業補助金」�

　市では、市民のみなさんが行うさまざまな活動に対し、補助金を交付しています。４月２日（月）から４

月27日（金）までが前期申請受付期間となっていますので、交付を受けたい団体・個人は申請してください。�

　なお、本年度から各種補助金については、交付要件が変更になっているものがありますので、詳しい

内容については、各担当窓口にて事前にご確認ください。�

録申請など�登�

前期　４月２日（月）～ ４月27日（金）�

後期　10月１日（月）～10月31日（水）�

※申請の方法や詳しいことは、各担

　当窓口へお問い合わせください。�

業計画書の提出期限�事�

●平戸市ひらど豊かな人づくり推進事業補助金　　　　担当課：企画課・各支所総務企画課�
　補助の内容、対象…地域の特色を生かし、独創的、個性的な「まちづくり」を行う団体の活動�

国内研修事業�

団体育成事業�

�

活性化活動�

助成事業�

市長特認事業�

１�

２�

�

３�

�

４�

１�

�

�

２�

�

３�

�

４�

事　　業　　の　　内　　容�事　業　区　分�

●平戸市ひらどふれあい福祉事業補助金　　　　　  担当課：福祉事務所・各支所市民生活課�
　補助の内容、対象…地域福祉の向上を図るため活動する社会福祉活動団体�

(1)福祉サービスなどに係る研修会の開催�

(2)地域の実情に応じた福祉サービスに係る調査研究�

(3)その他社会福祉活動団体育成・支援に資する事業�

(1)社会福祉活動団体による健康講座、スポーツ大会などの開催など�

(2)健康および生きがいづくりマニュアル作成などによる啓発普及�

(3)在宅高齢者および障害者などの安全を守る事業�

(4)在宅高齢者および障害者などの社会参加を推進する事業�

(5)その他健康・生きがいづくり推進に資する事業�

(1)社会福祉活動団体による子育て講座、スポーツ大会などの開催など�

(2)子育てマニュアル作成などによる啓発普及�

(3)子どもの安全を守る事業�

(4)その他子育てなど次世代育成推進に資する事業�

上記１～３に該当しないもので特に市長が認める事業�

社会福祉活動団体�

育成・支援事業�

�

健康・生きがいづくり�

推進事業�

�

�

�

子育て等次世代育成�

推進事業�

�

�

市長特認事業�

１�

�

�

２�

�

�

�

�

３�

�

�

�

４�

１�

�

�

２�

�

３�

４�

�

１�

２�

�

�

３�

�

４�

�

５�

�

事　　業　　の　　内　　容�事　業　区　分�

●平戸市豊かな農山村づくり事業補助金　　　　　　　 担当課：農林課・各支所産業振興課�
　補助の内容、対象…農山村地域の活性化や、意欲的な営農への取り組みを積極的に行う個人、団体の活動�

(1)農林業後継者育成のための調査研修など�

(2)新規に就労した青年農業者およびＵターンなどによる新規就労者�

(3)農業経営大学校などへの就学者�

(1)特産品開発、販売促進活動、コスト低減などのための技術開発など�

(2)特色ある農林業の振興�

(1)体験農林業、体験学習など　(2)都市部との交流イベントなど�

(1)農林業活性化のため、学識経験者などを招へいして行う講演会など�

(2)農林業振興作目の推進など、農林業活性化のための調査、研修など�

担い手対策支援事業�

�

�

高付加価値型農林業の�

振興対策事業�

交流推進事業�

その他活性化に資する事業�

事　　業　　の　　内　　容�事　業　区　分�

●平戸市にぎわいづくり支援事業補助金　　　　　  　担当課：観光商工課・各支所産業振興課�
　補助の内容、対象…地域資源を活かしたイベント開催や商店街の集客、特色ある商品の開発などに取り　　　
　　　　　　  組む個人・団体の活動�

観光客の誘致を目的として本市が所有する観光資源を活用したイベント事業�

(1)商店街の環境およびマーケティングに係る調査、研究など�

(2)商店街が空き店舗などを活用して実施する実験・創造的事業�

(3)集客につながるイベント事業�

(1)研究開発に係る諸調査および指導を受ける事業�

(2)研究開発事業　(3)品評会の開催�

(1)展示会の開催または見本市への参加�

(2)調査、指導を受ける事業�

地場特産品の物産展への参加�

地域資源を活かしたイベント開催事業�

商店街賑わい創出事業�

�

�

新商品・新技術開発事業�

�

需要開拓事業�

�

販路開拓事業�

事　　業　　の　　内　　容�事　業　区　分�

●平戸市花とみどりのふるさとづくり事業補助金　　　 　担当課：市民課・各支所市民生活課�
　補助の内容、対象…地域環境美化のため、沿道や公園などで植栽などを行うボランティア団体などの活動�

沿道、観光施設、公園などに花壇などの整備を行う団体に対する助成�

街路などに設置するフラワーポットの整備を行う団体に対する助成�

花壇整備事業�

街路等における花植栽事業�

１�

２�

事　　業　　の　　内　　容�事　業　区　分�

●平戸市コンベンション開催事業費補助金　　　　  担当課：観光商工課・各支所産業振興課�
　補助の内容、対象…コンベンションなどの開催により観光客を誘致し、地域活性化を図るための活動�

市内施設で、大会や合宿などを開催する団体に対する助成�コンベンション開催助成事業�

事　　業　　の　　内　　容�事　業　区　分�

●平戸市国際交流振興事業補助金　　　　　　　　　　担当課：企画課・各支所総務企画課�
　補助の内容、対象…諸外国との友好親善を深めるため、国際交流を行っている個人、団体の活動�

(1)市が募集する友好都市等親善訪問団に参加する市民に対する助成�

(2)文化、スポーツ、経済などの交流事業もしくは調査研修を行う団体に対する助成�

(3)県が認める事業で、15歳以下の児童・生徒を海外へ派遣する交流事業に対する助成�

活動計画が国際交流につながる団体で、団体設立後の活動が１年未満の団体を育成支援�

するための助成�

国際交流に関係する団体が、市内において行う国際交流活動に対する助成で、１年以上�

継続して行っている事業に対する助成。ただし、団体設立後１年を経過した団体に限る。�

上記１～３に該当しないもので特に市長が認める事業�

国際交流事業�

�

�

団体育成事業�

�

国際交流活動�

育成事業�

市長特認事業�

事　　業　　の　　内　　容�事　業　区　分�

●平戸市スポーツ振興事業補助金　　　　　　　担当課：生涯学習課・各支所教育委員会分室�
　補助の内容、対象…地域スポーツの振興と普及、競技力の向上を図る個人、団体の活動�

県代表として九州大会以上へ参加する個人または団体�

スポーツ振興のための研修会、講習会に参加する個人または団体�

県代表選手強化育成および強化合宿�

国際大会出場選手、全国レベルの有名選手およびチーム招へい�

競技力および技術向上のため開催するスポーツ教室�

指導者の養成およびスポーツ振興のための講師招へい�

県大会以上の地元開催�

上記１～７に該当しないもので特に市長が認める事業�

競技大会参加事業【随時受付】�

研修会等参加事業【随時受付】�

選手強化事業�

有名選手及びチーム招へい事業�

スポーツ教室開催事業�

指導者養成事業�

各種大会誘致事業�

市長特認事業�

１�

２�

３�

４�

５�

６�

７�

８�

事　　業　　の　　内　　容�事　業　区　分�

（※２～８は、市体育協会に加盟している団体、個人に限ります。）�

市外地域で目的を明確にした調査研修を行う団体に対する助成�

活動計画が地域の活性化につながる団体で、団体設立後の活動が１年未満の団体を育成

支援するための助成�

国・県などの補助に該当しない活性化に関わる事業で、１年以上継続して行っている事

業に対する助成。ただし、団体設立後１年を経過した団体に限る。�

上記１～3に該当しないもので特に市長が認める事業�
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■と　き　４月８日（日）まで�

　亀岡公園内の約1,000本のソメイヨシノが見ごろ

を迎えます。また、期間限定（３月25日～４月15日）

で、平戸産のイチゴやアスパラガスを使った、春

のオリジナルメニューが登場します。春の桜を満

喫したら、春のグルメも満喫しよう！�

　平戸観光協会（　23-8600）�

■と　き　４月28日（土）～29日（祝・日）�

　平戸産牛や、農水産物、農水産加工品、日用雑

貨などの総合物産展です。権現太鼓披露や、ダン

スカーニバルなど楽しいイベントもいっぱいです。�

　また、４枚目のシングルをリリースしたばかり

の田平町出身アーティスト「カミタミカ」さんの凱

旋ライブも開催されます。�

　たびら春まつり実行委員会事務局�

　（田平支所産業振興課内・　内線5155）�

平戸城下町屋・花と灯のまつり�
　　  ／平戸地区市街地一帯�

平戸つつじと灯籠が平戸城下を彩る�

第 30回たびら春まつり�
　　  ／田平支所一帯�

カミタミカ凱旋ライブも！�

■と　き　４月21日（土）～30日（月・休）�

　大輪の花が美しい平戸つつじ。その平戸つつじ

で彩られた平戸城下を散策してみよう。拠点会場

に設置された花のオブジェは必見です。�

　また、期間中は生菓子つくりなどの町屋体験を

楽しむこともできます。そのほか、伝統芸能披露「田

助ハイヤ節」（29日午後２時～、平戸商店街）、商店

街セールが催されます。�

　平戸城下町屋・花と灯のまつり実行委員会�

　（平戸商工会議所内・　22-3131）�

春のおでかけ情報�春のおでかけ情報�

家族や友だちと�
出掛けよう�

春
の
平
戸
は
見
ど
こ
ろ
い
っ
ぱ
い�

春
の
平
戸
は
見
ど
こ
ろ
い
っ
ぱ
い�

市花・平戸つつじ祭り�

　　  ／平戸文化センター�

趣向を凝らした創作オブジェも�

オープンガーデン�

　　  ／旧武家屋敷（岩の上町）�

武家屋敷のお庭を公開�
木ヶ津千灯篭春まつり　�

　　  ／木ヶ津町一帯（普門寺、風香寺ほか）�

今や春の風物詩　町民手作りのまつり�

アサリどっさり！潮干狩り大会�
　　  ／荒崎海水浴場（半元キャンプ場横）�

アサリを掘って、バーベキューも！�

■と　き　４月７日（土）午後１時～午後９時�

　　　　　　　８日（日）午前10時～午後９時�

　普門寺、風香寺の境内散策、石灯篭、水岳参り、

殿様行列（８日・午後３時～午後４時）などさまざ

まな催物が行われます。�

　また、夜には多くの竹灯篭に火が灯され、灯り

と闇の幻想的な風景を楽しむことができます。�

　木ヶ津千灯篭春まつり実行委員会�

　（村さん　28-1458）�

■と　き　４月21日（土）～22日（日）�

　　　　　午前10時～午後４時�

　国の登録文化財に指定された武家屋敷のお庭を

見学することができます。色とりどりの平戸つつ

じ、青々としたコケ、新緑鮮やかな木々が訪れた

人を魅了します。�

　庭を守る会（大曲さん　22-3418）�

■と　き　４月21日（土）～23日（月）�

　市花である平戸つつじが数多く展示され、会場

がつつじ一色に染まります。庭園写真や、迫力あ

る平戸つつじのオブジェも展示され、見どころい

っぱいです。�

　市花・平戸つつじ振興会（村瀬さん　23-8533）�

■と　き　４月29日（祝・日）�

　今年で４回目となるこのイベントは、小さな子

どもも楽しめるとあって、砂浜が参加者でいっぱ

いになるほど大人気。会場では、海鮮バーベキュ

ーも楽しめますので、ご家族そろってお越しくだ

さい。�

◎海鮮バーベキュー　午前11時～�

　（海鮮盛り合わせ1皿500円）�

◎潮干狩り　午後０時30分～午後３時�

◎入漁料�

　大　人（中学生以上）  1,000円�

　小　人（小学生）　　    500円�

　※幼児は無料です。�

　中野漁業協同組合（　24-2221）�

さくらまつり�
　　  ／亀岡公園一帯�

お花見と言えば…�

問�

問�

問�

問�

問�

問�

問�
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■と　き　４月８日（日）まで�

　亀岡公園内の約1,000本のソメイヨシノが見ごろ

を迎えます。また、期間限定（３月25日～４月15日）

で、平戸産のイチゴやアスパラガスを使った、春

のオリジナルメニューが登場します。春の桜を満

喫したら、春のグルメも満喫しよう！�

　平戸観光協会（　23-8600）�

■と　き　４月28日（土）～29日（祝・日）�

　平戸産牛や、農水産物、農水産加工品、日用雑

貨などの総合物産展です。権現太鼓披露や、ダン

スカーニバルなど楽しいイベントもいっぱいです。�

　また、４枚目のシングルをリリースしたばかり

の田平町出身アーティスト「カミタミカ」さんの凱

旋ライブも開催されます。�

　たびら春まつり実行委員会事務局�

　（田平支所産業振興課内・　内線5155）�

平戸城下町屋・花と灯のまつり�
　　  ／平戸地区市街地一帯�

平戸つつじと灯籠が平戸城下を彩る�

第 30回たびら春まつり�
　　  ／田平支所一帯�

カミタミカ凱旋ライブも！�

■と　き　４月21日（土）～30日（月・休）�

　大輪の花が美しい平戸つつじ。その平戸つつじ

で彩られた平戸城下を散策してみよう。拠点会場

に設置された花のオブジェは必見です。�

　また、期間中は生菓子つくりなどの町屋体験を

楽しむこともできます。そのほか、伝統芸能披露「田

助ハイヤ節」（29日午後２時～、平戸商店街）、商店

街セールが催されます。�

　平戸城下町屋・花と灯のまつり実行委員会�

　（平戸商工会議所内・　22-3131）�

春のおでかけ情報�春のおでかけ情報�

家族や友だちと�
出掛けよう�

春
の
平
戸
は
見
ど
こ
ろ
い
っ
ぱ
い�

春
の
平
戸
は
見
ど
こ
ろ
い
っ
ぱ
い�

市花・平戸つつじ祭り�

　　  ／平戸文化センター�

趣向を凝らした創作オブジェも�

オープンガーデン�

　　  ／旧武家屋敷（岩の上町）�

武家屋敷のお庭を公開�
木ヶ津千灯篭春まつり　�

　　  ／木ヶ津町一帯（普門寺、風香寺ほか）�

今や春の風物詩　町民手作りのまつり�

アサリどっさり！潮干狩り大会�
　　  ／荒崎海水浴場（半元キャンプ場横）�

アサリを掘って、バーベキューも！�

■と　き　４月７日（土）午後１時～午後９時�

　　　　　　　８日（日）午前10時～午後９時�

　普門寺、風香寺の境内散策、石灯篭、水岳参り、

殿様行列（８日・午後３時～午後４時）などさまざ

まな催物が行われます。�

　また、夜には多くの竹灯篭に火が灯され、灯り

と闇の幻想的な風景を楽しむことができます。�

　木ヶ津千灯篭春まつり実行委員会�

　（村さん　28-1458）�

■と　き　４月21日（土）～22日（日）�

　　　　　午前10時～午後４時�

　国の登録文化財に指定された武家屋敷のお庭を

見学することができます。色とりどりの平戸つつ

じ、青々としたコケ、新緑鮮やかな木々が訪れた

人を魅了します。�

　庭を守る会（大曲さん　22-3418）�

■と　き　４月21日（土）～23日（月）�

　市花である平戸つつじが数多く展示され、会場

がつつじ一色に染まります。庭園写真や、迫力あ

る平戸つつじのオブジェも展示され、見どころい

っぱいです。�

　市花・平戸つつじ振興会（村瀬さん　23-8533）�

■と　き　４月29日（祝・日）�

　今年で４回目となるこのイベントは、小さな子

どもも楽しめるとあって、砂浜が参加者でいっぱ

いになるほど大人気。会場では、海鮮バーベキュ

ーも楽しめますので、ご家族そろってお越しくだ

さい。�

◎海鮮バーベキュー　午前11時～�

　（海鮮盛り合わせ1皿500円）�

◎潮干狩り　午後０時30分～午後３時�

◎入漁料�

　大　人（中学生以上）  1,000円�

　小　人（小学生）　　    500円�

　※幼児は無料です。�

　中野漁業協同組合（　24-2221）�

さくらまつり�
　　  ／亀岡公園一帯�

お花見と言えば…�

問�

問�

問�

問�

問�

問�

問�
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 ２月11日、12日、17日、18日の４日間、平

戸港交流広場で、平戸流炭火焼～冬の陣～エビ・

カキ祭りが行われ、平戸の旬の味覚を味わおう

と市内外から約８千人が訪れました。ウチワエ

ビ、カキ、サザエの基本セットのほか、カキ天

やタコ天、川内かまぼこ、鮮魚の販売など、目

玉商品も目白押しで、訪れた人の舌を楽しませ

ました。当日は、遠方からの観光客も多く、鹿

児島県から訪れた人は、「この祭りのために５

時間かけて来ました。324kmでしたよ。焼き

ガキがおいしい」と話していました。�

　２月20日、卒業・卒園を目前に控えた田平南

小学校の６年生19人と、若葉保育園年長組の園

児５人が、農道下寺線（田平町下寺免）の竣工記

念として桜の苗木10本を植樹しました。�

　緑の募金による県民参加の森林づくり事業（社

団法人長崎県緑化推進協会）の補助を受け、中山

間下寺集落のみなさんが、地元の園児・児童の

卒業・卒園記念にと陽光桜の苗木20本を用意。

参加した児童・園児のみなさんとともに、農道

下寺線の道路沿いに植樹しました。�

　２月18日、平戸文化センター

で、第１回平戸市公民館大会が

行われました。大会では、まず

シンポジウムとして、北部地区

の「スクールガード」、生月地区

の「ボランティアサークル読み

聞かせの会『紙風船』」、中部地

区の「子育て支援」の取り組みに

ついてそれぞれ発表が行われ、

参加者を交えさまざまな意見交

換がなされました。�

　その後、生物生態写真家の栗

林　さんが、「ふるさとの自然を撮

る」と題して講演。ご自身が撮影

した作品を基に、撮影秘話など

を交えながら自然の大切さを訴

えました。�
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　3月4日、生月町Ｂ＆G海洋センターで、第32

回青少年武道大会が開催され、生月町内の小中

学生175人が参加しました。同大会は、空手道、

剣道、柔道の3武道において、それぞれ個人戦、

団体戦が行われ、参加した選手達は、日ごろの

練習の成果を競い合いました。優勝チームは次

のとおりです。�

団体の部�

【空手道】　小学生団体組手の部　生月空手A�

【剣　道】　小 学 生 団 体 の 部　舘浦剣道�

　2月25日、田平町で新釜田橋（市道北部海岸線）
の開通式が行われました。�
　この路線は釜田区から対岸の岳崎区を通り、
改良中の市道下亀釜田線を経由して国道204号
を結ぶ幹線となる道路です。平成８年から長崎
県の半島代行事業で整備され、釜田漁港や平戸
口家畜市場などから佐世保、松浦・福岡方面へ
の産業道路として期待されています。当日は、
田平土木事務所長ら関係区長のテープカットや
東荻田区の早田勇氏親子３代の渡り初めなどを
行い、開通を祝いました。�

　２月25日、大島中学校体育館で、毎年恒例の
明るい選挙推進公民館対抗卓球大会が開催され、
各地区から男女各７チーム約130人が参加しま
した。�
　大島地区では卓球が盛んで、レベルも高く、
各試合とも熱戦が展開されました。真剣勝負の
中に笑いもあり、和やかな雰囲気の中で、日ご
ろの運動不足の解消や普段あまり会うことのな
いほかの地区のみなさんとのふれあいの場にな
りました。優勝は、男子の部で的山在地区が３
連覇、そして女子の部では、大根坂地区がなん
と６連覇を達成しました。�

　3月2日、川内町の松尾銀彌さんが100歳の誕
生日を迎え、同日、白　市長が老人福祉施設ひ
らんどを訪れ、ご長寿を記念して花束や記念品
を贈りました。松尾さんのご家族は「若いころ
は魚を骨ごと食べていました。だから今でも元
気なんでしょうね」と笑いながら語ってくれま
した。�
　松尾さんは、今回のお祝いを知ってからとい
うもの、数日前からずっと緊張していたそうで、
贈呈式のときも終始緊張していました。今日の
お祝いについて「おめでとうございます」と言う
と大きくうなずいていました。�
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　３月19日の卒業式を前に、田助小学校の６
年生17人が、学校の外壁に壁画を製作しました。
サイズは、縦２ｍ・横４ｍで、題材は、卒業す
る生徒のうち数人が習っており、地元の伝統芸
能として親しまれている「田助ハイヤ節」。�
　デザインは、６年生を担任する満留先生が手
がけ、生徒らは、総合学習の時間を利用し構図
や配色などを考え、同校に隣接している田助ハ
イヤ節伝承館横のコンクリート壁に、２月26
日から３日間をかけて色鮮やかにペンキで描き
ました。�
�

　３月10日、生月町開発総合センターで、鯨
をテーマにした「第３回まちづくり大会」が行わ
れ、市内外から約400人が参加しました。大会
では、作家の島村菜津先生などによる基調講演
が行われ、続いて有識者によるパネルディスカ
ッションが行われました。先進地の鯨を使った
まちづくりの紹介や新しい料理の紹介、鯨をテ
ーマにした観光客の呼び込みなどさまざまな提
言が行われました。その後、伝統的、また、創
作的な８種類の鯨料理が参加者のみなさんに振
る舞われました。�

　３月13日、紐差小学校で、韓国講座が行われ、

６年生31人が韓国の歴史や文化について学びま

した。講師は、こもれびの会（西川代表）が主催

する韓国語講座のため昨年12月から紐差町に滞

在していた韓国語講師　洪　錫華さん（美しい学

校運動ソウル本部代表ほか）。�

　授業では、韓国の民俗衣装であるチマチョゴ

リの試着のほか、韓国の国旗「テグキ」の持つ意味、

韓国の伝統的な遊び「ユンノリ」、韓国と日本の

学校の違いなどを紹介しました。�

　3月9日、生月中学校体育館で、生月中学校創
立40周年記念式典とヴァイオリンコンサートが
行われました。同校は、昭和42年に生月中学校
と山田中学校が統合して誕生、今年創立40周年
を迎えました。式典終了後、記念コンサートが
行われ、佐世保市在住のヴァイオリニスト一ノ
瀬博さんと大村市立萱瀬小の渡邊潤さんが出演。
渡邊さんのピアノ伴奏で、一ノ瀬さんは、モー
ツァルトやベートーベンなどの名曲、「夕焼け小
焼け」などの童謡を演奏し、来場した地域のみな
さんは、ヴァイオリンとピアノが奏でる美しい
音色に聴き入っていました。�
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　３月17日、平戸港交流広場で、「平戸城下雛
の市」（平戸商工会議所女性会主催・寺山康子会
長）が行われました。この雛の市は、２月15日
から開催している「平戸温泉・城下雛まつり」を
盛り上げようと、今年で５回目の開催。地元の
特産品のほか、会員手作りの雛人形や繭玉、携
帯ストラップなどを「ひなグッズ」として販売し
ました。�
　また、女性会のみなさんは、紅白の白玉の入
った温かい「ひなぜんざい」600食を、無料で観
光客のみなさんに振る舞いました。�

　３月14日、中津良小学校の全校児童28人が、
学校そばの中津良川の遊歩道に環境美化を呼び
かける看板を設置しました。中津良地区では、
地域や学校が一体となって「ホタルの里づくり」
に取り組んでおり、同校では、平成14年度から
「中津良川プロジェクト」と題した浄化活動を展
開しています。�
　同日は、今年度のプロジェクトの締めくくり
として、ごみ拾いや水質調査、ＥＭどろ団子の
投入のほか「たくさんの命かがやく中津良川！」
などのメッセージとイラストを描いた看板（90
㎝四方）８枚を遊歩道に設置しました。�

　３月18日、たびら平戸口駅で、松浦鉄道（ＭＲ）
で８年ぶりの新型車両となる「ＭＲ－600系」の
発車式が行われ、関係者や利用者など約50人
が参加しました。春のダイヤ改正に合わせて導
入された４両の新型車両は、従来の車両に比べ、
ゆとりのある座席配置をしており、車いすスペ
ースや車両とホーム間にスロープを搭載し、バ
リアフリー化にも対応しています。発車式では、
田平中学校ブラスバンド部による演奏や関係者
らによるテープカットが行われ、乗客代表の中
村昭子さんが藤田宏治運転士に花束を渡し、出
発の合図を行いました。�

　２月16日、市教育委員会は、戸石川町の武家
屋敷内にある樹齢400年以上とみられる国内最
高齢のハルサザンカを市文化財（天然記念物）に
指定しました。このハルサザンカは、樹高約８
ｍ、幹周り1.65ｍで国内では最大級。サザンカ
にヤブツバキが交配してできたツバキ科の常緑
樹で、11月から３月にかけて紅色の小さな花を
色鮮やかに咲かせます。市教育委員会では、「植
物学、園芸学上、文化財の価値が極めて高い」
として、市文化財審議会（木田昌宏会長）の答申
を受け、指定しました。�
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活動ＤＡＴＡ�

クラブ紹介�

「大正琴を始めてみませんか？」�

「末永く後世に伝えていきたい」�

　平戸あじさいグループは、昼間に練習するあじさいＡと、
夜間に練習するあじさいＢの２グループに分かれて、毎月
２回の稽古に励んでいます。大
正琴は、大正初期に名古屋で生
まれた弦楽器で、左指で鍵を押
さえ、右手の義甲で弾きます。
指先を使いますので、頭の活性
化にも最適です。活動は、平戸
市の「春の音楽祭」や「文化祭」に
参加したり、病院や老人ホーム
などの施設を訪問して演奏をす
るなど幅広い活動を展開してい
ます。来年初旬には、結成20周
年を記念して演奏会を開く予定
です。市民のみなさんぜひお越
しください。　�

　田助ハイヤ節保存会は、平戸を代表する伝統芸能田助ハ
イヤ節を後世に伝えるため、毎週練習に励んでいます。地
元の田助小学校のほか、中野小学校や平戸中学校、猶興館
高校の生徒なども参加して、
子どもから大人まで一緒にな
って練習しています。これま
で音源に合わせて踊っていま
したが、約10年前から踊り・
囃子・三味線と全て自前でで
きるようになりました。保存
会では、田助ハイヤ節のほか
民謡や歌謡曲なども練習し、
市内の観光イベントなどさま
ざまな出演機会も多く活動は
盛んです。この伝統芸能を末
永く継承するためにも、会員
を募集しています。�

�

活動日／火曜日　午後７時～午後９時�
　　　　木・金曜日　午後７時～午後９時（三味線）�
活動会場／田助ハイヤ節伝承館�
対象者／どなたでもＯＫ！�
連絡先／会長宅　　22-3403�
部員数／30人�
参加費／月額　5,000円（※金曜日参加者のみ）�
代　表／会長　土肥　テイさん（大久保町）�

■■活動ＤＡＴＡ■■�

■■活動ＤＡＴＡ■■�

活 動 日／第１・第３金曜日 午後１時～午後３時（あじさいＡ）�
　　　　　第２・第４水曜日 午後７時～午後９時（あじさいＢ）�
活動会場／北部公民館�
対 象 者／どなたでもＯＫ！�
連 絡 先／代表宅　　22-3521��
部 員 数／14人�
参 加 費／月額　2,500円�
代　　表／永富　昭代さん（戸石川町）�
�
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筒
井
　
絵
里
花
さ
ん
（
21
歳
・
戸
石
川
町
）�

つ
つ

い
　
　
　
　
え

り

か�

大募集！「まちのひとびと」へあなたも投稿しませんか？�
「平戸のわっかもん」�
　平戸のまちで働く“わっかもん”を紹介します。自薦他薦は問いません。掲載を希望する人は下記までご連絡ください。��
「クラブ紹介」�
　スポーツ団体や芸能団体など、平戸のまちで活躍するさまざまな団体を紹介します。私たちの活動を紹介して欲しい、など掲
載を希望する団体は下記までご連絡ください。��
「ＨａｐｐｙＢｉｒｔｈｄａｙ」�
　発行月にお誕生日を迎える３歳までのお子さんを募集します。掲載は先着３人まで。申込み期限は発行前月の15日です。掲
載のご予約は、お気軽に、お早めに。�
○応募方法　写真にお子さんの名前（ふりがな）・生年月日・住所・電話番号・お子さんへのメッセージ・ご両親の名前
を添えて郵送またはＥメールにてご投稿ください。※写真は返却しません。ご投稿いただいた作品は必ずしも掲載するとは限り
ませんのでご了承ください。�

 あて先　〒859-5192　平戸市岩の上町1508番地３　企画課地域振興班　E-Mail　kikaku@city.hirado.lg.jp

舩原　海煌くん�
  　　  （Ｈ18.４.12生）�

ふなばら　　かいおう�

～大雅さん・てる美さんの次男～�
≪生月町里免≫�

�

牧尾　悠聖くん�
  　　  （Ｈ18.４.13生）�

　本　小春ちゃん�
  　　  （Ｈ16.４.13生）�

まき お 　 ゆう と�

～義明さん・淳子さんの長男～�
≪大野町≫�

�

やなぎもと　　こ はる�

～智規さん・真実さんの次女～�
≪田平町一関免≫�

お誕生日おめでとう！�
素直で更に元気に育ってネ！�

募集しています
�

■勤務先�

　愛の園保育所�

■ニックネーム�

　えりか�

■性格は？�

　ポジティブ�

■趣味・特技�

　バレーボール�

�

　「
子
ど
も
や
保
護
者
か
ら
信
頼
さ
れ
る�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
保
育
士
に
な
り
た
い
で
す
！
」�

★お誕生日おめでとう！★�

　福岡の短期大学を卒業後、地元の保育園に就職した
筒井さんは保育士になって２年目。「仕事は大変なこ
ともあるけど、子どもの笑顔を見るたびにこの仕事を
やってて良かったと思います」と筒井さん。趣味はバ
レーボールで、平戸一般女子バレーボールクラブで毎
週練習に通っています。市内のバレーボール競技を盛
り上げたいと、一緒にプレーする仲間を募集している
そうです。�

車のＣＭが大好き！�
パパ似かな？�

�

笑顔の素敵な�
女の子になりますように！�

vol.18
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■おはなし会　毎週土曜日　午後２時　�

■赤ちゃんおはなし会　10日（火）　午前10時30分～�

■子ども読書の日推進講演会�

　　　　22日（日）午後1時30分～　北部公民館�

�

※詳しくは図書館・各公民館等図書室へお尋ねください。�

平戸図書館�

■ぼくの手はきみのために／市川　拓司�
■うりずん／吉田　修一�
■夢を与える／綿矢　りさ�
■遠野伝説殺人事件／西村京太郎�
■向井帯刀の発心／佐藤　雅美�
■青に候／志水　辰夫�
■林住期／五木　寛之�
■ようこそローラの小さな家へ／C．S．コリンズ�
■ガールフレンズ２　おしゃれバトルにメラメラ篇／�
　　　　　　　　　　　　　　　　リジー・ハリソン�
■人生の疑問に答えます／養老　孟司・太田　光�
■オランダ　おいしい生活12ヶ月／荒牧　幸子�
■知っておきたい子どもの目のケア／宮永　嘉隆�
■ふるさと野菜礼賛／さとうち藍�
■イワシが高級魚になった？ふしぎな海の生態系／中村　幸昭�
■はじめての広報誌・社内報編集マニュアル／藤江　俊彦�

［４月の休館日］�
　毎週月曜日（２日・９日・16日・23日・30日）�
　昭和の日（29日・日）�
�

一
　
般
　
書�

■はるかぜのホネホネさん／にしむらあつこ�
■こくはくします！／のぶみ�
■あかちゃんのおと／みやにしたつや�
■かあさんから生まれたんだよ／味戸ケイコ�
■どろんこそうべえ／たじまゆきひこ　�
■五助じいさんのキツネ／馬場のぼる�
■ブータン／太田　大八�
■なまえをみてちょうだい／あまんきみこ�
■天と地の守り人　第３部／上橋菜穂子　　　�
■ふしぎなロシア人形バーバ／ルイス・エインズワース�
■絵で見る　ある港の風景／アン・シラード�
■あなたがもし奴隷だったら・・・／ジュリアス・レスター�
■いのちのおはなし／日野原重明�
■みんな地球に生きるひと　Part３／アグネス・チャン　�
■部活動レベルアップガイド吹奏楽部／�
                                             中野智美・斉藤義夫�

児
　
童
　
書�

■おはなし会（絵本・大型絵本・紙芝居など） ７日・21日・28日�
■映画会　14日�
・がんばれスイミー �
・でんじろう先生のかがく３～静電気と風船編～�

永田記念図書館�

■子どもの学ぶ力を伸ばす｢朝の読書｣／林　公�
■地球のまわる音を聞きながら　平成野性家族／原　水音�
■新入社員｢こんな時　どうする？｣／定成　寛�
■パソコン文書作成のオキテ／山田　祥平�
■学校では教えてくれない投資と金融の授業／持田　有紀子�
■中高年男性に多い　鼠径(そけい)ヘルニア／冲永　功太�
■安らぐ家は｢間取り｣で決まる／上田　康允�
■とっても簡単！パスタ／田口　成子�
■アスパラガスの作業便利帳　株づくりと長期多収の�
　　　　　　　　　　　　　　　ポイント／元木　悟�
■ガーデンデザイン入門　設計から楽しむ／日本花普及センター�
■リトル・ツリー／葉　祥明�
■素晴らしき！メジャーリーガー人生／長谷川　滋利�
■空飛ぶ馬／北村　薫 　�
■プロセス・アイ／茂木　健一郎 �
■「青春」という名の詩　幻の詩人サムエル・ウルマン／�
　　　　　　　　　　　　　　宇野　収・作山　宗久�

「福祉の仕事�
　ガイドブック」�

［４月の休館日］�
　毎週月曜日（２日・９日・16日・23日・30日）�
　昭和の日（29日・日）�

一
　
般
　
書�

■わんわんなにしてるの／ひろの　たかこ �
■くまさん　おでかけ／なかがわ　そうや �
■うさぎのホップは　なにがすき？／おおとも　やすお �
■おべんともって　おはなみに／こいで　やすこ �
■はんぶん　ちょうだい／古川　タク �
■みつけたよ　さわったよ　にわのむし／田中　清代 �
■ぼくたちのロボット／影山　徹 �
■いちごばたけのちいさなおばあさん／中谷　千代子 �
■どうしたの？へんてこライオン／長　新太 �
■獣の奏者（闘蛇編・王獣編）／上橋　菜穂子�
■世界一、きみが好き／岡　信子・木暮　正夫�
■ライバルは幽霊？／岡　信子・木暮　正夫�
■プチ・ニコラもうすぐ新学期／ルネ・ゴシニ�
■ジャムの絵本／こしみず　まさみ�
■バラの絵本／はやし　いさむ�
�

児
　
童
　
書�

著者名／川村　匡由・川村　岳人�
出版社／中央法規　 �

　福祉の仕事を志す方、福祉の分野に
転職を考えている方へ。資格・将来性・
給与水準・就職のポイントなど、知り
たい情報が書かれています。�

　気分が落ち込んだときは「バナナ」と
「果物ジュース」、なかなか眠れない夜
は「ミルク」と「小魚」など、症状別に、
うつに効果抜群の食材選びを紹介。食
べ物を変えるだけで、心と体がラクに
なる！�

　最初の殺し屋・ヘレラサウルス
の頭部から、手のひらにのるぐら
いの哺乳類の祖先・プルガトリウ
スまで、大迫力の実物大イラスト
がギッシリ。巨大な恐竜に遭遇す
る感覚が味わえる一冊。�

「吾輩は猫である�
声にだすことばえほん」�
�文／夏目　漱石�
絵／武田　美穂�
出版社／ほるぷ出版�

　猫の世界のおもしろさがよく
出ているところが、絵本になり
ました。｢吾輩｣の視点と、子ど
もが大人を見て変だなあと感じ
る視点とを重ね合わせて読んで
みても面白いです。�

『「うつ」は食べて治す』�
著者名／生田　哲�
出版社／PHP研究所�

「実物大恐竜図鑑」�
著者名／デヴィッド・ベルゲン　�
出版社／小峰書店�

※ゆめホールの大スクリーンにて上映しています。�

22-4017 28-0128
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新着図書紹介� このほかたくさんの�
新着図書があります!!

みんなの図書館�みんなの図書館�
としょかん�



　
な
お
、
急
患
は
こ
の
限
り
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。�

○
お
問
い
合
わ
せ�

▼
診
療
内
容
　
長
崎
県
口
腔
保
健
セ
ン

　
タ
ー（
　
０
９
５‐８
４
８‐５
９
７
０
）�

▼
総
合
的
な
内
容
　
県
北
保
健
所
歯
科

　
担
当
（
　
57
‐
３
９
３
３
）�

�

　�

��������

　�　
統
合
失
調
症
と
い
う
言
葉
を
聞
い
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？
以
前
は
精
神
分

裂
病
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
は

脳
の
病
気
で
、
脳
内
の『
ド
ー
パ
ミ
ン
』

や『
セ
ロ
ト
ニ
ン
』な
ど
の
神
経
伝
達
物

質
の
調
節
機
能
が
障
害
さ
れ
た
状
態
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
特
に
、
過
剰
な

ド
ー
パ
ミ
ン
信
号
が
幻
覚
や
妄
想
と
い

っ
た
症
状
に
関
係
し
て
い
る
と
推
測
さ

れ
て
い
ま
す
。
若
い
世
代
に
お
き
や
す

い
病
気
で
、
約
１
０
０
人
に
１
人
の
割

合
で
発
症
し
ま
す
。
胃
潰
瘍
の
発
症
率

と
同
じ
く
ら
い
で
、
決
し
て
珍
し
い
病

気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。�

　
治
療
と
し
て
は
、
ド
ー
パ
ミ
ン
や
セ

ロ
ト
ニ
ン
を
遮
断
す
る
作
用
を
も
つ
薬

物（
抗
精
神
病
薬
）が
有
効
で
す
。
治
療

は
数
年
と
長
期
化
す
る
こ
と
も
多
い
の

で
す
が
、
約
３
分
の
１
の
人
は
、
症
状

が
一
時
的
あ
る
い
は
継
続
的
に
軽
減
す

る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。�

　
具
合
が
悪
く
な
る
前
に
は
前
触
れ
の

時
期
が
必
ず
あ
り
ま
す
。�

①
寝
付
き
が
悪
く
、
眠
り
が
浅
く
な
り
、

　
ほ
と
ん
ど
寝
た
気
が
し
な
い
。�

②
い
つ
も
よ
り
、
妙
に
活
動
的
に
な
る
。�

③
勘
が
冴
え
、
頭
の
回
転
が
良
く
な
っ

　
た
よ
う
に
感
じ
る
。�

④
焦
り
や
す
く
、
行
動
の
抑
え
が
き
き

　
に
く
く
な
る
。�

⑤
神
経
が
過
敏
に
な
り
、
さ
さ
い
な
こ

　
と
に
過
剰
に
反
応
す
る
。�

⑥
物
音
や
色
、
光
な
ど
に
大
変
敏
感
に

　
な
る
。�

⑦
気
分
が
変
わ
り
や
す
く
、
感
情
の
ふ

　
れ
が
大
き
く
な
る
。�

　
以
上
の
よ
う
な
サ
イ
ン
が
み
ら
れ
た

ら
、
ス
ト
レ
ス
を
一
時
的
に
で
も
避
け

る
た
め
、
今
や
ら
な
く
て
も
い
い
こ
と

は
先
に
延
ば
し
、
十
分
な
睡
眠
を
と
り

ま
し
ょ
う
。
良
く
な
ら
な
い
時
は
早
め

に
病
院
で
受
診
し
ま
し
ょ
う
。�

���
　
ポ
リ
オ
予
防
接
種
を
集
団
接
種
で
実

施
し
ま
す
。
対
象
者
は
、
生
後
３
〜
90

か
月（
７
歳
６
か
月
）未
満
で
、
こ
の
予

防
接
種（
２
回
接
種
）を
完
了
し
て
い
な

い
お
子
さ
ん
で
す
。
予
診
票
は
、
出
生

届
や
乳
幼
児
健
診
の
折
に
お
渡
し
し
て

い
ま
す
が
、
会
場
に
も
備
え
付
け
て
い

ま
す
。
母
子
健
康
手
帳
を
確
認
の
上
、

ま
だ
お
済
み
で
な
い
人
は
、
こ
の
機
会

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。�

※
た
だ
し
、
生
後
３
〜
５
か
月
の
お
子

　
さ
ん
は
、
先
に
Ｂ
Ｃ
Ｇ
予
防
接
種
を

　
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。�

※
昭
和
50
年
〜
52
年
生
ま
れ
の
人
は
、�

　
ポ
リ
オ
の
免
疫
を
持
っ
て
い
る
人
の

　
割
合
が
低
い
こ
と
が
国
の
調
査
で
わ

　
か
り
ま
し
た
の
で
、�

　
①
ポ
リ
オ
ウ
イ
ル
ス
常
在
国
に
渡
航

　
　
さ
れ
る
時�

　
②
お
子
さ
ま
が
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
接

　
　
種
を
受
け
る
時�

　
に
、
再
度
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
の
予
防

　
接
種
を
受
け
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま

　
す
。
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
希
望

　
す
る
人
は
、
事
前
に
保
健
セ
ン
タ
ー

　
ま
で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。�

�

���

○
対
象
者
　
一
般
の
歯
科
診
療
所
で
歯�

科
治
療
が
困
難
な
障
害
者
や
要
介
護

者
な
ど�

※
自
宅
訪
問
に
よ
る
診
療
は
行
い
ま
せ

　
ん
。�

○
診
療
日･

時
間（
隔
週
木
・
金
曜
日
）�

　
６
月
14
・
15
・
28
・
29
日�

　
７
月
12
・
13
・
26
・
27
日�

　
８
月
９
・
10
・
23
・
24
日�

　
木
曜
日
　
午
後
１
時
〜
午
後
５
時�

　
金
曜
日
　
午
前
９
時
〜
正
午�

　
　
　
　
　
正
午
〜
午
後
３
時�

○
と
こ
ろ
　
県
北
保
健
所�

○
診
療
費
用
　
保
険
診
療
で
す
。�

※
受
診
の
際
は
、
健
康
保
険
証
、
被
　

　
爆
者
手
帳
、
老
人
医
療
受
給
者
証
、

　
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
な
ど
、

　
該
当
す
る
も
の
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。�

○
申
込
先
　
平
戸
市
保
健
セ
ン
タ
ー
、

　
平
戸
市
福
祉
事
務
所
障
害
福
祉
班
、

　
田
平
町
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
、
生
月

　
支
所
市
民
生
活
課
、
大
島
支
所
市
民

　
生
活
課�

○
申
込
締
切
日
　
５
月
11
日（
金
）�

※
た
だ
し
、
締
め
切
り
後
に
希
望
が
生

　
じ
た
場
合
は
、
前
月
25
日
ま
で
に
お�

　
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。�

ポ
リ
オ
予
防
接
種�

に
つ
い
て�

●保健師だより●�

平戸市保健センター�
保健師　辻　美和子�

『統合失調症って�
　　どんな病気？』�

�

県
北
地
区
障
害
者
巡
回�

歯
科
診
療
の
お
知
ら
せ�
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サン・ケア平戸通信�サン・ケア平戸通信�
■平戸市保健センター（サン・ケア平戸） �

  　28－1000　�
■生月支所市民生活課福祉保健班�

  　53－2111
■田平町福祉保健センター�

  　57－0977
■大島支所市民生活課福祉保健班�

  　55－2511
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■名　　　称　宝亀教会�

■種　　　別　県指定有形文化財（建造物）�

■指定年月日　平成15年3月25日�

■所　有　者　カトリック長崎大司教区�

■所　在　地　平戸市宝亀町1170

文化財ＤＡＴA

県
指
定
有
形
文
化
財(

建
造
物)

�������

　
宝
亀
教
会
は
宝
亀
湾
を
見
下
ろ
す
高

台
に
あ
り
ま
す
。
教
会
堂
の
建
築
は
、

マ
タ
ラ
神
父（
１
８
５
６
〜
１
９
２
１
）

が
明
治
30
年
に
自
ら
指
導
し
て
か
か
り
、

明
治
31
年
に
完
成
し
て
い
ま
す
。�

　
建
物
は
、
木
造
切
妻
造
り
、
単
層
屋

根
構
造
、
屋
根
は
瓦
葺
で
、
外
側
は
下

見
板
張
り
で
す
。
建
物
正
面
の
玄
関
部

分
の
み
１
間
が
煉
瓦
造
り
と
な
っ
て
い

ま
す
。
左
右
側
面
は
露
出
さ
せ
て
い
ま

す
が
、
正
面
は
モ
ル
タ
ル
塗
り
着
色
仕�

�������

上
げ
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
会
堂
部
左
右
側
面
に
は
下
屋
が
付
け

ら
れ
、
テ
ラ
ス
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

テ
ラ
ス
と
内
部
の
側
廊
部
は
、
床
面
ま

で
あ
る
出
入
可
能
な
両
開
き
窓
を
５
面

設
け
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
テ
ラ
ス

を
持
つ
教
会
堂
は
大
変
珍
し
い
も
の
で

す
。
こ
の
窓（
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
）か
ら

入
っ
て
く
る
光
が
内
部
を
明
る
く
、
ま

た
神
秘
的
な
雰
囲
気
を
作
り
出
し
て
い

ま
す
。
テ
ラ
ス
の
天
井
は
斜
め
板
張
り�

� �������

の
透
か
し
天
井
と
な
っ
て
お
り
、
長

崎
洋
館
な
ど
で
見
か
け
る
テ
ラ
ス
に

も
似
た
造
り
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。�

　
内
部
は
三
廊
式
で
、
主
廊
部
正
面

に
祭
壇
を
設
け
、
後
部
に
は
香
部
屋

へ
通
じ
る
扉
が
あ
り
ま
す
。
香
部
屋

に
は
屋
根
裏
部
屋
が
あ
り
、
明
治
38

年
（
１
９
０
５
）
ま
で
司
祭
部
屋
と
し

て
使
わ
れ
、
当
時
の
天
主
堂
の
使
わ

れ
方
が
良
く
残
っ
て
い
ま
す
。�

　
玄
関
上
部
に
聖
歌
隊
席
が
あ
り
、

外
か
ら
の
階
段
で
上
が
る
仕
組
み
と

な
っ
て
い
ま
す
。
天
井
は
リ
ブ
・
ヴ

ォ
ー
ル
ト
（
こ
う
も
り
）
天
井
で
、
全

て
の
ア
ー
チ
は
尖
頭
形
で
す
。�

　
宝
亀
教
会
は
、
木
造
か
ら
煉
瓦
造

へ
の
過
渡
的
な
姿
を
示
し
、
市
内
で

も
古
い
建
物
で
す
。�

　
平
成
19
年
１
月
23
日
に
発
表
さ
れ
た
、

世
界
遺
産
登
録
の
国
内
候
補
と
し
て「
長

崎
の
教
会
群
と
キ
リ
ス
ト
教
関
連
遺
跡
」

が
暫
定
リ
ス
ト
に
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

平
戸
市
で
は
、
平
戸
遺
産
第
１
回
で

紹
介
し
た
「
田
平
天
主
堂
」
と
と
も
に

当
教
会
も
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。�

▲宝亀教会内部�

▲宝亀教会外観�

宝
亀
教
会�

ほ
う

き

き
ょ
う
かい�
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■保険福祉課国保年金班（　内線2591）■佐世保社会保険事務所（　0956-34-1141）�

！�年金�年金�
おしえて�

年金�
おしえて�

　�
■今月のオランダ語ワンポイントレッスン�
gefeliciteerd（ヒェフェリスィテールド）＝おめでとう　�

　４月といえば、日本では花

見や歓送迎会の時期ですね。

オランダで4月といえば、イ

ースター（キリスト教の復活祭）

と女王の日（Koninginnedag・

コーニヒネダッハ）を思い浮

かべます。今回は女王の日に

ついて話したいと思います。�

国際交流員�

イムケ・シモニスさん�

　日本国内にお住まいの20歳から60歳までの人は、公的年金に加入することが義務付けられてい

ます。学生の人であっても、国民年金加入の手続きが必要です｡�

　所得が少なく保険料を納めることが困難な学生については、学生納付特例制度という保険料の

納付が猶予される制度をご利用いただけます。�

　申請は、印かん・学生を証する書類（学生証、在学証明書など）を持参し、市役所保険福祉課国

保年金班、または、各支所、各出張所で行ってください。�

�

お問い合わせは「ねんきんダイヤル」へ�

「年金請求などの年金相談」�

　　0570-05-1165�

「年金をお受けになっている人の年金相談」�

　　0570-07-1165�

※　「0570」の最初の「0」を省略したり、市外局番を付けて間違い電話になっているケースが発生

　ていますので、おかけ間違いにご注意ください。�

　女王の日は４月30日です。以前は、1890年にウィルヘルミナ姫

が女王に即位してから、彼女の誕生日の８月31日が「女王の日」と

して定められていました。そして、ウィルヘルミナ女王の娘ユリ

アナ姫が女王に即位してから、彼女の誕生日であった４月30日に

変わり、現在に至っています。その後、ユリアナ女王の娘ベアト

リクス姫が1980年４月30日に即位してから、「即位記念日」にもな

りました。ベアトリクス女王の希望で、「女王の日」は国民と一緒

にお祝いするようになりました。今でも、毎年「女王の日」になると、

ベアトリクス女王が家族を連れて、国民と話したり、ゲームに参

加したり、発表を観たりするのです。�

　女王の日には、国内全域でフリーマーケットやコンサート、祭

りなどさまざまなイベントが開催され、その日に良く飲まれる伝

統的なお酒があります。それは「Oranjebitter（オランイェビター）」

というジェネバ（オランダを代表する蒸留酒）です。「Oranje」はオ

レンジ(王家の色とこのお酒の色)を表し、「Bitter」は味の苦さを意

味しています。オランダは、ハイネケンなどビールも有名で、こ

のジェネバも有名ですが、「Oranjebitter」はあまり人気がありません。

　ところで、日本ではお酒は20歳から飲めますが、オランダでは

法定飲酒年齢は２段階となっていて、ビールやワインは16歳、蒸

留酒は18歳から飲むことができます。ですから、この「Oranjebitter」

も18歳以上の人しか飲めません。�

�

学生は猶予の制度の活用を！�
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中津良小学校ダブル受賞�
　第３回学校自慢エコ大賞�

　【優秀賞】�

　「輝け！ふるさと中津良川」�

　　～良っ子の中津良川プロジェクト～�

　�

　第５回小・中学生「私たちの川」�

　　　　　　　　　　　壁新聞コンテスト�

　【小学生の部　最優秀賞】�

　「命・夢・未来　中津良川」�

「平戸市の将来像作品」コンクール�
  ２月26日、平戸市役所で、「平戸市の将来像作

品授賞式」が行われました。平戸市の将来像作品は、

平戸市の今後10年間の総合計画を策定するにあ

たり、次代を担う児童・生徒の自由な発想、夢と

希望を計画に反映させ、将来のまちづくりを目指

すことを目的として募集したもので、市内の小・

中学校から絵画128点、作文116点の応募があり

ました。審査の結果、絵画７点、作文７点の計

14点が受賞作品として選ばれ、白　市長から入

賞者に賞状と記念品が贈られました。�

平戸市スポーツ表彰�
　２月26日、平戸市役所で、平成18年度平戸市

スポーツ表彰式が行われました。スポーツ表彰は、

今年度の各種スポーツの県大会・九州大会・全

国大会で上位入賞した個人や団体、また、長年

にわたり各種スポーツの振興に寄与した人に対

して表彰を行うものです。�

　今年は、17個人、４団体が表彰され、黒川隆

昭市教育委員長から受賞者に賞状と記念品が贈

られました。�

ら�

受賞
おめでとうございますCONGRATURATIONS
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各
被
表
彰
者
は�

　
　
　
　
次
の
と
お
り�

�

平
戸
市
ス
ポ
ー
ツ
表
彰�

【
個
人
】  �

◎
陸
　
上�

　
永
田
　
健
悟（
中
野
中
）�

　
坂
本
　
可
奈（
佐
世
保
西
高
）�

　
浦
川
有
梨
奈（
諫
早
高
）�

　
岳
下
　
哲
也（
佐
世
保
北
高
）�

◎
相
　
撲�

　
原
田
　
晋
平（
紐
差
小
）�

　
山
口
　
　
潤（
生
月
小
）�

　
平
田
　
太
郎（
宝
亀
小
）�

　
石
田
　
寿
代（
中
部
中
）�

　
芥
田
　
晃
司（
猶
興
館
高
）�

　
永
田
　
　
光（
猶
興
館
高
）�

　
宮
本
さ
つ
き（
猶
興
館
高
）�

◎
空
手
道�

　
石
橋
　
　
龍（
猶
興
館
高
）�

　
田
島
　
忠
篤（
猶
興
館
高
）�

◎
柔
　
道�

　
浅
田
　
美
保（
田
平
中
）�

　
針
尾
　
愛
実�

　（
鶴
鳴
学
園
長
崎
女
子
高
）�

◎
弓
　
道�

　
宮
h
　
麻
衣（
猶
興
館
高
）�

◎
サ
ッ
カ
ー�

　
米
倉
　
慎
吾�

　（
平
戸
市
サ
ッ
カ
ー
協
会
）�

【
団
体
】  �

◎
バ
レ
ー
ボ
ー
ル�

　
瓊
水
ク
ラ
ブ（
田
平
北
小
）�

◎
相
　
撲�

　
中
野
中
学
校
相
撲
部�

◎
空
手
道�

　
生
月
中
学
校
女
子
空
手
道
部�

　
猶
興
館
高
校
男
子
空
手
道
部�

◎
野
　
球�

　
Ａ
Ｌ
Ｌ
生
月（
市
軟
式
野
球
連
盟
）�

【
特
別
賞（
個
人
）】�

◎
陸
　
上�

　
松
永
　
明
希（
諫
早
高
）�

�「
平
戸
市
の
将
来
像
作
品
」�

コ
ン
ク
ー
ル�

【
作
文
の
部
】�

◎
最
優
秀
賞�

　「
花
い
っ
ぱ
い
の
町
」�

　
　
岩
本
み
の
り（
中
津
良
小
６
年
）�

◎
優
秀
賞�

▼
小
学
校
低
学
年
の
部�

　「
平
戸
の
し
ょ
う
来
」�

　
　
畑
原
　
直
輝（
田
助
小
３
年
）�

▼
小
学
校
高
学
年
の
部�

　「
平
戸
市
の
未
来
を
考
え
る
」�

　
　
村
田
　
祐
美（
中
津
良
小
６
年
）�

▼
中
学
生
の
部�

　「
美
し
い
平
戸
に
な
る
た
め
に
」�

　
　
大
石
　
真
理（
平
戸
中
３
年
）�

◎
佳
　
作�

▼
小
学
校
低
学
年
の
部�

　「
こ
ん
な
町
に
な
っ
て
ほ
し
い
な
」�

　
　
岩
永
　
大
和（
田
助
小
３
年
）�

▼
小
学
校
高
学
年
の
部�

　「
に
ぎ
や
か
で
楽
し
い
将
来
の
平
戸
」�

　
　
塩
谷
　
沙
紀（
根
獅
子
小
６
年
）�

▼
中
学
生
の
部�

　「
将
来
の
平
戸
市
」�

　
　
種
岡
　
祐
子（
平
戸
中
１
年
）�

【
絵
画
の
部
】�

◎
最
優
秀
賞�

　「
自
家
発
電
の
市
　
平
戸
」�

　
　
久
松
　
貴
大（
志
々
伎
小
６
年
）�

◎
優
秀
賞�

▼
小
学
校
低
学
年
の
部�

　「
カ
ラ
フ
ル
な
お
し
ろ
の
町
」�

　
　
福
田
　
美
佳（
紐
差
小
１
年
）�

▼
小
学
校
高
学
年
の
部�

　「
み
ん
な
わ
く
わ
く�

　
　
夢
の
ス
ク
ー
ル
ト
ロ
ッ
コ
」�

　
　
大
石
　
雄
稀（
田
平
南
小
６
年
）�

◎
佳
　
作�

▼
小
学
校
低
学
年
の
部�

　「
た
の
し
い
ゆ
う
え
ん
ち
」�

　
　
中
瀬
　
大
陽（
度
島
小
２
年
）�

▼
小
学
校
高
学
年
の
部�

　「
豊
か
な
海
を
い
つ
ま
で
も
」�

　
　
k
河
　
千
聖（
田
助
小
５
年
）�

▼
小
学
校
高
学
年
の
部�

　「
未
来
の
平
戸
」�

　
　
松
田
　
修
平（
田
平
南
小
６
年
）�

▼
中
学
生
の
部�

　「
未
来
の
平
戸
」�

　
　
阿
部
　
恭
平（
平
戸
中
１
年
）�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
敬
称
略
）�

平
成
19
年
度�

長
崎
県
防
火
ポ
ス
タ
ー
展�

　
県
知
事
賞�

　
　
廣
川
　
真
純（
田
平
南
小
６
年
）�

　
伝
統
文
化
活
性
化
国
民
協
会�

　
伝
統
文
化
功
労
者
表
彰�

　
　
田
助
ハ
イ
ヤ
保
存
会�

　
　
会
長
　
土
肥
　
テ
イ（
大
久
保
町
）�

（財）�

 広報 ひらど　平成19年４月号�
Hirado City Public Information23



■お問い合わせ　文化振興課和蘭商館復元推進班（　内線2635）�

平戸オランダ商館風説書�

�

～和蘭商館跡の石垣修復～�

▲石垣の解体状況�

石垣の修復作業の様子�▲�

2007ふるさと探検隊�2007ふるさと探検隊�2007ふるさと探検隊�
◎４月   �
　野滑り(ソリ)、凧を作って山に遊びに行こう！�
　歴史探険「捕鯨」編�
◎５月�
　海辺の生きもの観察会「春だ！磯の口明けだ！」海で遊ぼう！�
　川の生きもの観察会�
　ホタルの観察会�
◎６月�
　田んぼの学校「田おこし」編�
　田んぼの学校「田植え」編�
　畑の学校「芋植え」編�
　初夏の昆虫と草花観察会�
◎７月（夏休み特別企画）�
　海辺の観察会「磯は生きものの宝箱！」�
　魚釣り教室�
　海(砂浜)の生きもの観察会in根獅子�
　田んぼの生きもの調査�
◎８月（夏休み特別企画）�
   海洋スポーツに挑戦「カヌー、ヨットを体験しよう」�
　夏の花を探しに行こう！「押し花作りに挑戦」�
　漂着物を調べよう！�
　流木アート、押し花しおり作りに挑戦！�
　キャンプ体験（３回）、魚釣り大会�
◎９月�
　田んぼの学校・畑の学校「草刈り」編�
　田んぼの学校「稲刈り」編�
　渡りの鳥観察会�
　歴史探険「かくれキリシタン」編�

　現在、平戸和蘭商館跡では、　現在、平戸和蘭商館跡では、16391639年築造倉庫の復元に先立ち東年築造倉庫の復元に先立ち東

側部分（大久保町側）の石垣の修復工事を行っています。側部分（大久保町側）の石垣の修復工事を行っています。この工事この工事

は石垣にふくらみなどが見られ崩壊の危険性があったことは石垣にふくらみなどが見られ崩壊の危険性があったことから行っから行っ

ています。工事と併行して、石垣の調査も行っていますがています。工事と併行して、石垣の調査も行っていますが、ほとん、ほとん

ど加工を加えない自然の石を積み、すき間に小さな石をはど加工を加えない自然の石を積み、すき間に小さな石をはさみ込んさみ込ん

で補強している点などさまざまなことが分かってきましたで補強している点などさまざまなことが分かってきました。�

　これらは、商館が設置されていた17世紀前半ごろの石垣に共通

する特徴ですので、この石垣が商館の敷地拡張に伴い築かする特徴ですので、この石垣が商館の敷地拡張に伴い築かれたものれたもの

であろうということも分かりましたであろうということも分かりました。�

　一般に、商館が設置されていた　一般に、商館が設置されていた17世紀前半ごろの石積みの技術は世紀前半ごろの石積みの技術は、

お城の建設とともに発達してきたと言われます。しかし、お城の建設とともに発達してきたと言われます。しかし、江戸幕府江戸幕府

による一国一城令の後は、お城を築くことが激減したためによる一国一城令の後は、お城を築くことが激減したため、伝統的、伝統的

な石積みの技術が途絶えてしまいます。そのため今日ではな石積みの技術が途絶えてしまいます。そのため今日では当時の技当時の技

術を知る人はほとんどいません。そこで、修復工事にあた術を知る人はほとんどいません。そこで、修復工事にあたっては、っては、

残された部分や解体時のデータから当時の特徴を詳しく分残された部分や解体時のデータから当時の特徴を詳しく分析し、石析し、石

垣の状態を再現していくよう、慎重に作業を行っています垣の状態を再現していくよう、慎重に作業を行っています。なお、。なお、

平成19年度には西側部分（崎方町側）の石垣の復元工事を進めてい

きますきます。�

�

　現在、平戸和蘭商館跡では、1639年築造倉庫の復元に先立ち東

側部分（大久保町側）の石垣の修復工事を行っています。この工事

は石垣にふくらみなどが見られ崩壊の危険性があったことから行っ

ています。工事と並行して、石垣の調査も行っていますが、ほとん

ど加工を加えない自然の石を積み、すき間に小さな石をはさみ込ん

で補強している点などさまざまなことが分かってきました。�

　これらは、商館が設置されていた17世紀前半ごろの石垣に共通

する特徴ですので、この石垣が商館の敷地拡張に伴い築かれたもの

であろうということも分かりました。�

　一般に、商館が設置されていた17世紀前半ごろの石積みの技術は、

お城の建設とともに発達してきたと言われます。しかし、江戸幕府

による一国一城令の後は、お城を築くことが激減したため、伝統的

な石積みの技術が途絶えてしまいます。そのため今日では当時の技

術を知る人はほとんどいません。そこで、修復工事にあたっては、

残された部分や解体時のデータから当時の特徴を詳しく分析し、石

垣の状態を再現していくよう、慎重に作業を行っています。なお、

平成19年度には西側部分（崎方町側）の石垣の復元工事を進めてい

きます。�

地域の人とのふれあいを通して、�
ふるさとの歴史・文化・自然を学び、�
豊かな心、生きる力を育てよう。�

上半期のスケジュール�

申・問�
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問�職員の人事異動 ―平成19年４月１日付―� 総務課人事班　1内線2316

本庁�

水道局  �

　次長 　　村　哲　夫 田平支所産業振興課課長�

　参事(ダム担当)  白　石　守　男 水道局参事兼施設班長�

　施設班長 吉　田　幸　洋 水道局施設班係長�

　施設班係長 山　下　正　剛 建設課道路班長�

農業委員会  �

　農地班長 林　　　義　文 南部公民館指導班長�

生月支所  �

総務企画課  �

　課長兼総務班長 舩　原　正　司 生月支所総務企画課課長�

　振興班長 田　　　大　二 生月支所農委分室係長�

産業振興課  �

　課長兼建設課長 小　楠　一二三 水道局次長�

市民生活課  �

　市民班長 宮　　　正　則 生月支所総務企画課税務班長�

　市民班係長 松　永　健　治 生月支所市民生活課市民班長�

舘浦出張所  �

　係長 今　野　隆　司 生月支所総務企画課総務班長�

農業委員会生月分室  �

　係長 畑　原　芳　文 会計課審査班係長�

教育委員会生月分室  �

　分室長兼教育総務班長 石　山　五　一 生月町中央公民館公民館長兼開発総合センター館長�

田平支所  �

　支所長 安　田　　　豊 企画課理事兼課長�

総務企画課  �

　振興班係長 谷　中　隆　治 田平支所総務企画課税務班係長�

市民生活課  �

　市民班長 本　村　哲　雄 田平支所総務企画課税務班長�

　市民班係長 末　永　聖　子 田平支所市民生活課市民班長�

建設課  �

　参事兼建設班長 綿　川　祐　一 田平支所建設課課長補佐兼建設班長�

　管理班長 田　上　俊　一 水道局田平分室水道班係長�

産業振興課  �

　課長兼建設課長兼主幹 富　永　富　男 田平支所建設課課長兼主幹�

　農林班長 諸　藤　秀　法 田平支所産業振興課農林班係長�

　農林班係長 森　川　享　子 田平支所産業振興課水産商工班係長�

教育委員会田平分室  �

　社会教育班長 今　村　達　也 教育委員会田平分室社会教育班係長�

水道局田平分室  �

　水道班係長 大　下　兼　生 田平支所市民生活課福祉保健班係長�

大島支所  �

総務企画課  �

　課長兼総務班長 山野上　和　則 大島支所総務企画課課長�

市民生活課  �

　課長補佐兼市民班長 久保田　博　子 大島支所総務企画課課長補佐兼総務班長�

　福祉保健班係長 柴　山　延　子 保険福祉課介護保険班係長�

　市民班係長 松　山　儀　博 大島支所市民生活課市民班長�

産業振興課  �

　課長兼建設課長 久保田　　　壽 大島支所産業振興課課長�

　船長 中　島　文　夫 大島支所産業振興課技師�

　機関長 冨　元　重　文 大島支所産業振興課技師�

　農林班係長 江　口　浩　幸 教育委員会大島分室社会教育班長�

教育委員会大島分室  �

　社会教育班長 阿　立　芳　浩 大島支所市民生活課市民班係長�

消防本部  �

　消防団係長 松　山　敏　雄 消防本部庶務主任�

消 　　防　 　署  �

　小隊長 夫津木 　良  二 消防本部消防団係長�

　副隊長 加　藤　満　好 中津良出張所副所長�

中 津 良 出張所  �

　所長 度　島　正　剛 消防署小隊長�

田 平 出 張 所  �

　所長 北　島　清　次 松浦地区消防組合消防署田平出張所所長�

新役職名� 氏　　名�

退職者氏名�

旧 所 属・職 名 �

旧所属・職名� 退職者氏名� 旧所属・職名� 退職者氏名� 旧所属・職名�

本庁  �

政策調整課�

　理事兼課長�

　主幹(病院改革担当)�

　行革推進室長�

総務課付・財団法人長崎県産業振興財団派遣�

　係長�

財政課  �

　課長補佐兼契約班長 岡　　　康　則 生涯学習課課長補佐�

　課長補佐兼財政班長 桝　田　俊　介 財政課課長補佐�

　契約班係長 岩　井　正　勝 財政課契約班長�

　財政班係長 田　中　弘　樹 財政課財政班長�

企画課  �

　理事兼課長 田　島　元　一 政策調整課課長�

　地域振興班係長 藤　田　法　恵 生涯学習課社会体育班長�

監査委員事務局  �

　事務局長 末　永　　　誠 北部給食共同調理場主幹兼事務長�

選挙管理委員会事務局  �

　事務局長 岩　田　重　憲 保険福祉課主幹(長寿福祉担当)�

市民課  �

　課長補佐兼環境交通班長 平　松　貫　治 税務課課長補佐兼納税班長�

税務課  �

　課長補佐兼納税班長 山　口　　　均 田平支所市民生活課参事（市民班担当）�

　住民税班長 田　中　一　裕 都市計画課総務住宅班係長�

　固定資産税班係長 山　口　アヤ子 田平支所市民生活課市民班係長�

保険福祉課  �

　課長補佐兼長寿福祉班長 近　藤　　　晃 市民課課長補佐兼環境交通班長�

　長寿福祉班係長 疊　屋　宏　子 保険福祉課長寿福祉班長�

　介護保険班係長 松　山　恵　美 保健センター福祉サービス班係長�

　国保年金班係長 堤　　　幸　子 田平支所総務企画課総務班係長�

福祉事務所  �

　生活福祉班長 藤　澤　茂　則 中部公民館指導班長�

　児童福祉班長 尾　　　利　美 生月支所総務企画課振興班長�

　障害福祉班係長 小　川　聖　子 保健センター保健サービス班係長�

建設課  �

　課長補佐兼道路班長 山　浦　直　美 建設課課長補佐兼河川砂防班長�

　河川砂防班長 大　浦　雄　二 田平支所総務企画課振興班係長�

　国土調査推進班係長 松　山　茂　吉 税務課住民税班長�

都市計画課  �

　課長補佐(施設担当) 片　山　利　行 都市計画課参事兼建築営繕班長�

　参事兼総務住宅班長 里　見　博　明 田平支所産業振興課課長補佐兼農林班長�

　建築営繕班長 畑　野　計　広 都市計画課主任�

　総務住宅班係長 近　藤　正　己 福祉事務所児童福祉班長�

農林課  �

　農務班係長 寺　田　雅　義 生月支所市民生活課福祉保健班係長�

観光商工課  �

　観光班係長 金　子　亜貴子 田平支所建設課管理班長�

学校教育課  �

　主幹兼課長補佐兼指導主事 中　村　新　一 学校教育課主幹兼指導主事�

　参事兼指導主事 高　橋　正　伸 学校教育課課長補佐兼指導主事�

　参事兼指導主事 山　口　一　成 学校教育課指導主事�

生涯学習課  �

　主幹兼課長補佐 永　田　郁　郎 大島支所建設課課長�

　社会体育班長 氏　田　善　也 保健センター福祉サービス班長�

北部公民館  �

　指導班長 松　元　明　信 福祉事務所生活福祉班長�

文化振興課  �

　文化振興班係長 北　島　聖　美 田平支所教委分室社会教育班長�

北部給食共同調理場  �

　事務長 岡　　　恭　市 都市計画課課長補佐兼総務住宅班長�

平戸市民病院  �

　事務長 吉　住　龍　三 財政課主幹（契約担当）�

保健センター  �

　福祉サービス班長 村　川　　　宏 北部公民館指導班長�

�

�

内　山　久実夫�

立　山　甚　市�

佐　藤　哲　也�

�

白　石　二　也 �

村　田　晴三郎�

村　川　とみ子�

村　川　勢　子�

近　藤　いく代�

川　渕　京　子�

山　口　勝　子�

香　月　博　孝�

墨　屋　敬　絵�

小　川　聡一郎�

太　田　達　郎�

宮　崎　佳代子�

田　　　朶香子�

藤　島　八重子�

石　田　ミノル�

町　田　キヨ子�

　　　　憲　治�

山　口　秀　男�

吉　永　　　強�

前　田　　　均�

吉　永　治　枝�

�

太　田　正　喜�

立　石　傳太郎�

　　　　壽　利�

橋　口　善　治�

土　田　　　肇�

森　田　正　生�

下　田　博　久�

品　川　猶太郎�

口　石　　　互�

意　野　喜美子�

�

平戸市消防署　消防職員�

生月病院　准看護師�

生月病院　准看護師�

生月病院　准看護師�

生月病院　調理員�

平戸小学校 用務員�

平戸市民病院　看護師�

平戸市民病院　看護師�

平戸市民病院　医長�

生月病院　部長医�

中南部給食共同調理場 調理員�

生月保育所 調理員�

南部中学校　用務員�

宝亀小学校 用務員�

生月支所　総務企画課　用務員�

生月支所　産業振興課　主幹兼課長�

生月支所　建設課　課長兼管理班長�

平戸市民病院　参事�

建設課　主任�

平戸市民病院　主任�

�

田平支所　支所長�

監査委員事務局　事務局長�

生月支所　教委分室　分室長�

大島支所　産業振興課　機関長�

大島支所　産業振興課　船長�

農業委員会　次長兼農地班長�

平戸市消防署　中津良出張所長�

総務課　自動車運転手�

平戸市民病院　自動車運転手�

北部給食共同調理場　調理員�

�

�

�

政策調整課理事�

平戸市民病院事務長�

長崎県科学技術振興課総務係長�

�

企画課地域振興班係長 �

�

新 役 職 名 � 氏 　 　名� 旧所属・職名�

�

（平成19年3月31日付　役職別）�
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　「
生
涯
学
習
社
会
」の
実
現
を
目
指
し
、

平
戸
市
生
涯
学
習
推
進
会
議
の
委
員
を

次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。�

　「
生
涯
学
習
社
会
」と
は
、
市
民
の
み

な
さ
ん
が
、
生
涯
の
い
つ
で
も
、
自
由

に
学
習
機
会
を
選
択
し
て
学
ぶ
こ
と
が

で
き
、
学
習
し
た
成
果
が
活
か
さ
れ
、

適
切
に
評
価
さ
れ
る
社
会
の
こ
と
を
い

い
ま
す
。�

○
募
集
人
数
　
４
人�

○
委
員
の
任
期
　
２
年�

○
会
議
内
容
　�

・
生
涯
学
習
事
業
の
検
討�

・
生
涯
学
習
事
業
へ
の
意
見
交
換�

・「
生
涯
学
習
都
市
宣
言
」作
成
　
な
ど�

○
会
議
の
回
数
　
年
３
回
お
よ
び
視
察

１
回�

○
謝
　
礼
　
１
回
に
つ
き
５
千
円�

○
資
　
格
　
市
内
に
住
所
を
有
す
る
満

20
歳
以
上
の
人�

○
応
募
方
法
　
申
込
用
紙
に
必
要
事
項�

を
記
入
の
上
、
生
涯
学
習
課
、
各
支
所
・

各
出
張
所
・
各
公
民
館
・
教
育
委
員
会

各
分
室
に
提
出
し
て
く
だ
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申

込
用
紙
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前
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場
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あ
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。
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月
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会
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市
政
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報
や
、
ま
ち
の
話
題
が
盛
り

だ
く
さ
ん
詰
め
込
ま
れ
た
情
報
紙
、
広

報
ひ
ら
ど
は
年
間
12
回
発
行
さ
れ
て
い

ま
す
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現
在
、
広
報
ひ
ら
ど
定
期
購
読
の
希

望
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
市
外
に
お

住
ま
い
の
ご
家
族
や
ご
友
人
に
、
市
の

情
報
を
送
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。�

○
期
　
間
　
平
成
19
年
５
月
号
〜
平
成

20
年
４
月
号
ま
で
12
回�

○
購
読
料（
年
額
）　
２
千
円�

※
月
額
は
１
７
０
円
で
す
。�

○
申
込
み
　
購
読
を
希
望
す
る
人
は
、�

企
画
課
地
域
振
興
班
へ
電
話
に
て
お
申

込
く
だ
さ
い
。
購
読
料
の
払
込
用
紙
を

送
付
し
ま
す
。�

○
申
込
期
限
　
４
月
20
日（
金
）�

以
降
、
随
時
受
け
付
け
し
ま
す
。�

�����

　
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
と
は
、
中
堅
所

得
者
向
け
の
居
住
環
境
の
良
好
な
住
宅

で
す
。
入
居
を
希
望
す
る
人
は
、
申
込

書
に
添
付
書
類
を
添
え
て
、
都
市
計
画

課
、
ま
た
は
各
支
所
建
設
課
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。�

○
募
集
戸
数
　
１
戸�

生
月
地
区
　
み
な
み
ヶ
丘
団
地
　
１
戸�

※
増
減
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。�

○
申
込
期
限
　
４
月
16
日（
月
）�

※
郵
送
で
も
受
け
付
け
ま
す
。�

○
申
込
資
格
　
原
則
と
し
て
、
次
の
全�

て
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
が
必

要
で
す
。�

①
現
に
同
居
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と

　
す
る
親
族
が
あ
る
こ
と�

②
収
入
が
基
準
内
で
あ
る
こ
と�

③
地
方
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
こ
と�

○
添
付
書
類�

①
世
帯
全
員
の
源
泉
徴
収
票
ま
た
は
所 �

　
得
証
明
書�

②
納
税
証
明
書�

③
住
民
票
謄
本�

○
選
考
方
法
　
募
集
戸
数
を
超
え
る
応�

募
が
あ
っ
た
場
合
は
、
抽
選
で
入
居
者

を
決
定
し
ま
す
。�

※
抽
選
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
該
当
者

に
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。�

○
注
　
意
　
入
居
決
定
後
に
入
居
を
辞

退
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
申
し
込
む

住
宅
に
つ
い
て
十
分
検
討
の
う
え
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。�

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

�����

　
田
平
消
防
出
張
所
は
、
本
年
４
月
１

日
午
前
０
時
を
も
っ
て
松
浦
消
防
本
部

か
ら
当
本
部
に
移
管
さ
れ
ま
し
た
。
今

後
は
田
平
地
区
の
火
災
・
救
急
の
１
１

９
番
通
報
は
当
本
部
の
通
信
指
令
室
で

受
信
し
、
平
戸
市
消
防
署
田
平
出
張
所

と
し
て
災
害
な
ど
に
対
応
し
ま
す
。�

　
ま
た
、
火
災
予
防（
危
険
物
施
設
関

係
含
む
。）な
ど
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、

消
防
本
部
予
防
課
に
お
願
い
し
ま
す
。�

【
田
平
消
防
出
張
所
の
体
制
】�

○
人
　
員
　
８
人�

○
装
　
備
　
水
槽
付
消
防
ポ
ン
プ
自
動

車
、
救
急
車（
各
１
台
）�

○
出
動
範
囲
　
田
平
地
区
全
域�

��

企
画
課
地
域
振
興
班�

　
内
線
２
３
３
７�

『
広
報
ひ
ら
ど
』�

　
定
期
購
読
の
ご
案
内�

�

問�

問�

申�
・�
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消
防
本
部
総
務
課�

 �
22
‐
３
１
６
７�

平
戸
市
消
防
団�

　
女
性
消
防
団
員
募
集�

問�

保
険
福
祉
課
介
護
保
険
班�

��
　
内
線
２
５
８
７�

65
歳
以
上
の
み
な
さ
ん
へ�

介
護
保
険
か
ら
の
お
知
ら
せ�

��

問�

�
�

福
祉
事
務
所
総
務
班�

 �
内
線
２
５
６
２�

平
戸
市
地
域
福
祉
計
画�

策
定
委
員
会
委
員
を
募
集�

問�

�����

　
平
戸
市
消
防
団
で
は
、
今
年
10
月
１

日
の
発
足
を
目
途
に
女
性
消
防
団
員
を

募
集
し
ま
す
。�

○
身
　
分
　
非
常
勤
消
防
団
員�

　
　
　
　
　（
特
別
職
公
務
員
）�

○
資
　
格
　
18
歳
以
上
55
歳
以
下（
平

成
19
年
４
月
１
日
現
在
の
満
年
齢
）の

女
性
で
市
内
に
お
住
ま
い
の
人�

○
募
集
人
員
　
18
人
　
内
訳（
平
戸
地

区
北
部
・
中
部
・
南
部
・
生
月
地
区
・

田
平
地
区
・
大
島
地
区
　
各
３
人
）�

○
活
動
内
容�

①
平
常
時
の
活
動�

・
火
災
予
防
啓
発
活
動�

・
高
齢
者
な
ど
に
対
す
る
防
火
指
導�

・
住
民
に
対
す
る
応
急
手
当
て
の
指
導
、

　
啓
発�

・
そ
の
他�

②
災
害
時
の
活
動�

　
原
則
と
し
て
火
災
な
ど
の
災
害
活
動

は
従
事
し
ま
せ
ん
が
、
近
隣
で
発
生
し

た
火
災
な
ど
に
つ
い
て
は
、
支
援
業
務

に
あ
た
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
。�

○
応
募
期
間
　
５
月
15
日（
火
）ま
で�

○
応
募
方
法
　
申
込
書
を
消
防
本
部
、

各
出
張
所
、
ま
た
は
大
島
支
所
総
務
企

画
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
申
込

書
は
消
防
本
部
、
各
出
張
所
お
よ
び
大

島
支
所
総
務
企
画
課
に
あ
り
ま
す
。
）�

○
選
考
方
法
　
書
類
審
査
な
ど
を
行
い

ま
す
。
結
果
は
後
日
連
絡
し
ま
す
。�

○
そ
の
他
　
被
服
の
支
給
が
あ
り
ま
す
。

報
酬
お
よ
び
手
当
な
ど
、
詳
細
に
つ
い

て
は
、
消
防
本
部
総
務
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

�����

　
平
戸
市
地
域
福
祉
計
画
策
定
委
員
会

委
員
を
募
集
し
ま
す
。
福
祉
の
ま
ち
づ

く
り
に
意
欲
の
あ
る
人
の
応
募
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。�

　『
地
域
福
祉
計
画
』と
は
、
す
べ
て
の

市
民
一
人
ひ
と
り
が
、
地
域
社
会
の
一

員
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、
人
と
し
て

の
尊
厳
を
も
っ
て
、
家
庭
や
地
域
の
中

で
障
害
の
有
無
や
年
齢
に
関
わ
ら
ず
、

安
心
し
て
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、
地
域

社
会
を
つ
く
っ
て
い
く
た
め
の
基
本
方

針
と
な
る
計
画
で
す
。�

○
対
　
象
　
市
内
に
住
所
を
有
す
る
満
18

歳（
平
成
19
年
４
月
１
日
現
在
）以
上
の
人�

※
た
だ
し
、
高
校
生
を
除
き
ま
す
。�

○
募
集
人
員
　
２
人�

○
募
集
期
間
　
４
月
２
日（
月
）〜
４
月

20
日（
金
）�

○
応
募
方
法
　
所
定
の
用
紙
に
住
所
・

氏
名
な
ど
必
要
事
項
を
記
入
し
、「
平

戸
市
の
地
域
福
祉
に
関
す
る
小
論
文（
様

式
自
由
。
１
６
０
０
字
以
内
。
内
容
は
、

市
の
地
域
福
祉
に
関
す
る
こ
と
で
あ
れ

ば
自
由
。
）」を
添
え
て
封
書
で
応
募
を

お
願
い
し
ま
す
。�

　
な
お
、
所
定
の
用
紙
は
、
本
庁
福
祉

事
務
所
、
各
支
所
市
民
生
活
課
お
よ
び

各
出
張
所
に
準
備
し
て
い
ま
す
。�

　
ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。�

○
そ
の
他�

①
委
員
の
任
期
　
平
成
19
年
６
月
１
日

　
〜
平
成
20
年
３
月
31
日�

②
委
員
会
予
定
回
数（
平
成
19
年
度
）�

　
６
回
程
度�

③
報
酬
お
よ
び
交
通
費
　「
平
戸
市
特�

　
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の
報

　
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
」

　
に
基
づ
き
支
給
さ
れ
ま
す
。�

④
委
員
の
決
定
　
５
月
上
旬
予
定�

※
結
果
は
、
本
人
あ
て
通
知
し
ま
す
。�

○
応
募
先�

〒
８
５
９-

５
１
９
２�

平
戸
市
岩
の
上
町
１
５
０
８
番
地
３�

　
福
祉
事
務
所
総
務
班�

�����

　
介
護
保
険
料
に
つ
い
て
、
特
別
徴
収

（
年
金
か
ら
の
天
引
き
）の
対
象
と
な
る

人
の
把
握
を
年
４
回（
４
月
、
10
月
、

12
月
、
２
月
）行
う
こ
と
に
よ
り
、
普

通
徴
収（
納
付
書
や
口
座
振
替
に
よ
る

納
付
）か
ら
特
別
徴
収
へ
の
切
り
替
え

が
速
や
か
に
な
り
ま
し
た
。
具
体
的
に

は
、
対
象
者
の
把
握
月
の
６
か
月
後
に

特
別
徴
収
が
開
始
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に

よ
り
、
納
め
忘
れ
が
な
く
、
確
実
に
手

間
を
か
け
ず
に
介
護
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。�

　
介
護
保
険
制
度
は
、
公
費
と
介
護
保

険
料
を
財
源
に
運
営
し
て
い
ま
す
。
介

護
保
険
は
支
え
合
い
の
制
度
で
す
。
介

護
が
必
要
に
な
っ
た
と
き
に
は
、
誰
も

が
安
心
し
て
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る

よ
う
に
、
保
険
料
は
必
ず
納
め
ま
し
ょ

う
。�

※
年
金
担
保
、
年
金
差
止
な
ど
で
年
金

が
停
止
し
、
保
険
料
が
差
し
引
き
で
き

な
く
な
っ
た
場
合
は
、
そ
の
差
止
な
ど

が
解
除
さ
れ
て
も
、
年
度
途
中
で
は
な

く
翌
年
度
か
ら
特
別
徴
収
に
切
り
替
わ

り
ま
す
。�

�
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�����
　
市
で
は
、
ひ
と
り
親
家
庭
等
の
児
童

が
小
学
校
ま
た
は
中
学
校
へ
入
学
す
る

際
に
、
入
学
祝
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。�

　
該
当
す
る
保
護
者
の
人
は
、
各
学
校

で
配
布
さ
れ
る
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
学
校
ま
た
は
市
福
祉
事
務

所
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。�

　
な
お
、「
ひ
と
り
親
家
庭
等
の
児
童
」

と
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
児

童
で
す
。�

・
母
子
・
父
子
家
庭
の
子
ど
も�

・
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
母
と
な
っ
た
人

　
の
子
ど
も�

・
父
母
が
い
な
い
子
ど
も�

○
申
込
期
限
　
４
月
16
日（
月
）�

�����『
小
学
生
・
幼
児
コ
ー
ス
』�

○
開
催
日
（
各
１
時
間
）�

【
小
学
生
】�

▼
月
・
水
・
木
・
金
曜
日
　�

　
①
午
後
４
時
30
分
〜�

　
②
午
後
５
時
45
分
〜�

▼
土
曜
日（
各
１
時
間
）�

　
①
午
前
11
時
〜
　
②
午
後
１
時
〜�

　
③
午
後
２
時
15
分
〜�

　
④
午
後
３
時
30
分
〜�

【
幼
児
】�

▼
月
・
水
・
木
・
金
曜
日�

　
午
後
４
時
30
分
〜�

　（
定
員
10
人
・
先
着
順
）�

▼
土
曜
日（
各
１
時
間
）�

　
午
後
１
時
〜（
定
員
10
人
・
先
着
順
）�

※
曜
日
の
選
択
は
自
由
で
す
。�

○
期
　
間�

　
第
１
期（
４
月
〜
６
月
）�

　
第
２
期（
７
月
〜
９
月
）�

　
第
３
期（
10
月
〜
12
月
）�

　
第
４
期（
１
月
〜
３
月
）�

○
料
　
金（
１
期
毎
・
３
か
月
）�

　
週
１
回
７
千
円
・
週
２
回
９
千
円�

　
週
３
回
１
万
１
千
円�

『
マ
ス
タ
ー
ズ
コ
ー
ス
』�

○
対
　
象
　
18
歳
以
上
の
泳
げ
な
い
人�

○
期
　
間
　
小
学
生
・
幼
児
コ
ー
ス
と

　
同
じ
で
す
。�

○
時
　
間
　
毎
週
金
曜
日
・
午
後
７
時

　
30
分
〜
午
後
８
時
30
分�

○
定
　
員
　
15
人（
先
着
順
）�

○
料
　
金
　
７
千
円（
１
期
毎
・
３
か
月
）�

『
ア
ク
ア
ビ
ッ
ク
コ
ー
ス
』�

　
中
・
高
年
齢
層
の
健
康
の
保
持
・
増

進
、
生
活
習
慣
病
な
ど
の
予
防
を
兼
ね

て
、
水
中
ウ
ォ
ー
ク
を
中
心
と
し
た
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
実
施
し
ま
す
。�

○
開
催
日
（
各
１
時
間
）�

▼
月
・
水
・
木
曜
日
　�

　
①
午
前
11
時
〜
　
②
午
後
２
時
〜�

○
定
　
員
　
各
10
人（
先
着
順
）�

○
料
　
金
　
５
千
円（
１
か
月
）�

○
講
　
師
　
種
ヶ
嶋
篤
志
さ
ん�

　
　
　
　
　（
元
猶
興
館
高
校
体
育
教
諭
）�

�����

　
市
で
は
、
平
成
19
年
１
月
１
日
現
在

で
作
成
し
た「
土
地
・
家
屋
価
格
等
縦

覧
帳
簿
」で
納
税
者
が
所
有
し
て
い
る

土
地
・
家
屋
と
、
他
の
土
地
・
家
屋
の

評
価
額
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。�

　
ま
た
、
納
税
者
本
人
名
義
の
課
税
台

帳（
名
寄
帳
）も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。�

○
と
　
き
　�

　
４
月
２
日（
月
）〜
５
月
１
日（
火
）�

※
た
だ
し
、
土
・
日
、
祝
日
を
除
く�

○
と
こ
ろ
　
税
務
課
固
定
資
産
税
班
、

　
各
支
所
、
各
出
張
所
、
度
島
連
絡
所

　（
課
税
台
帳
の
み
）�

○
見
る
こ
と
が
で
き
る
人�

　
縦
覧
帳
簿
に
つ
い
て
は
、
固
定
資

産
の
対
象
と
な
る
土
地
、
家
屋
の
所

有
者（
納
税
管
理
人
を
含
む
）。
課
税

台
帳
に
つ
い
て
は
、
賃
借
権
な
ど
を

有
す
る
人
・
固
定
資
産
の
処
分
を
す

る
権
利
を
有
す
る
人
な
ど
も
閲
覧
で

き
ま
す
。�

※
右
の
見
る
こ
と
が
で
き
る
人
以
外
で
、

　
閲
覧
を
希
望
す
る
人
は
、
所
有
者
の

　
委
任
状
が
必
要
で
す
。�

○
納
　
期
　
固
定
資
産
税
の
第
１
期
の

　
納
期
は
５
月
１
日（
火
）と
な
り
ま
す
。�

����

　
生
月
町
博
物
館「
島
の
館
」で
は
、
企

画
展
「
新
収
蔵
品
展
‐
か
く
れ
キ
リ
シ

タ
ン
資
料
を
中
心
に
‐
」
を
次
の
と
お

り
開
催
し
ま
す
。�

○
と
　
き
　�

　
４
月
28
日（
土
）〜
５
月
６
日（
日
）�

○
と
こ
ろ
　
企
画
展
示
室�

○
内
　
容
　
新
確
認
の
か
く
れ
キ
リ
シ

　
タ
ン
資
料
を
中
心
に
、
新
た
に
収
蔵

　
さ
れ
た
資
料
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。�

○
備
　
考
　
企
画
展
の
み
の
見
学
は
無

　
料
で
す
。�

※
５
月
５
日（
土
）の
午
後
１
時
30
分
か

　
ら
、
オ
ラ
シ
ョ
の
公
演
を
予
定
し
て

　
い
ま
す
。�

�

『
企
画
展
』の
お
知
ら
せ�

問�
生
月
町
博
物
館「
島
の
館
」�

　�
53
‐
３
０
０
０�

福
祉
事
務
所
児
童
福
祉
班�

　
内
線
２
５
６
９�

ひ
と
り
親
家
庭
等
児
童�

入
学
祝
金
の
支
給
に
つ
い
て�

問�

シ
ー
ラ
イ
フ
ひ
ら
ど�

　�
23
‐
８
３
５
１�

ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル�

　
　
　
　
受
講
生
募
集�

問�

税
務
課
固
定
資
産
税
班�

　�
内
線
２
５
５
０
�

固
定
資
産
税
の
縦
覧
帳
簿
・�

課
税
台
帳
が
閲
覧
で
き
ま
す�

問�
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市
民
課
環
境
交
通
班�

　
内
線
２
５
２
８�

畜
犬
登
録
お
よ
び�

狂
犬
病
予
防
注
射
の
お
知
ら
せ�

問�

福
祉
事
務
所
児
童
福
祉
班�

　
内
線
２
５
６
９�

４
月
か
ら�

保
育
料
が
変
わ
り
ま
す�

問�

�����

　
犬
を
飼
う
場
合
、
畜
犬
登
録（
１
回

の
み
）と
狂
犬
病
の
予
防
接
種（
毎
年
）

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
　
　
　

　
平
成
19
年
度
狂
犬
病
予
防
注
射
を
各

地
区
で
実
施
し
ま
す
の
で
、
狂
犬
病
の

発
生
と
ま
ん
延
を
防
ぐ
た
め
、
市
民
の

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
動
物
病
院
で
も
受
け
付
け
て
い

ま
す
。�

○
実
施
日
程�

　
４
月
中
旬
　
平
戸
地
区（
度
島
除
く
）�

　
４
月
下
旬
　
生
月
地
区
・
大
島
地
区�

　
　
　
　
　
　
度
島
地
区�

　
５
月
中
旬
　
田
平
地
区�

※
詳
し
い
場
所
と
時
間
は
、
班
回
覧
で

　
ご
確
認
く
だ
さ
い
。�

○
費
　
用�

▼
新
規
登
録
の
場
合
　
６
千
50
円�

　
　
　
　
（
登
録
料
３
千
円
を
含
む
）�

▼
登
録
済
み
の
場
合
　
３
千
50
円�

※
事
前
に
、
登
録
証
明
書
お
よ
び
問
診

　
票
が
郵
送
さ
れ
ま
す
。
登
録
証
明
書

　
が
な
い
と
受
け
付
け
が
後
回
し
に
な

　
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
問
診
票
は
必

　
ず
記
入
し
て
き
て
く
だ
さ
い
。�

�����

　
合
併
後
、
未
調
整
と
な
っ
て
い
ま
し

た
旧
市
町
村
保
育
料
を
次
の
と
お
り
統

一（
改
定
）し
ま
す
。�

○
改
定
内
容�

①
国
の
徴
収
基
準
額
よ
り
一
定
割
合
を

　
軽
減（
10
％
〜
30
％
）�

②
年
齢
階
層
を「
３
歳
未
満
児
・
３
歳

　�

　
児
・
４
歳
以
上
児
」を「
３
歳
未
満
児
・�

　
３
歳
以
上
児
」に
変
更�

③
国
の
徴
収
基
準
額
改
正
に
伴
う
所
得

　
階
層
の
拡
大�

④
同
一
世
帯
か
ら
２
人
以
上
同
時
に
入�

所
す
る
場
合
の
軽
減
を
、
幼
稚
園
・

認
定
こ
ど
も
園
を
利
用
す
る
児
童
を

含
め
、
年
齢
の
高
い
順
に
２
人
目
以

降
の
保
育
料
を
軽
減�

▼
２
人
目
‥
対
象
児
童
の
保
育
料
を
半
額�

▼
３
人
目
以
降
‥
対
象
児
童
の
保
育
料

　
を
無
料�

（注）母子家庭など……母子・父子世帯、在宅障害児（者）のいる�
　　　　　　　　　　世帯およびその他の世帯�

各月初日の入所児童の属する世帯の階層区分�

階層区分�

第１階層�

第２階層�

第３階層�

第４階層�

第５階層�

第６階層�

第７階層�

第１階層お
よび第４～
第７階層を
除き、前年
度分の市町
村民税の額
の区分が次
の区分に該
当する世帯�

第１階層を
除き、前年
分の所得税
課税世帯で
あって、そ
の所得税の
額の区分が
次の区分に
該当する世
帯�

0円�

0円�

5,000円�

14,000円�

15,000円�

23,000円�

24,000円�

35,000円�

37,000円�

41,000円�

41,000円�

0円�

0円�

8,000円�

16,700円�

17,700円�

26,000円�

27,000円�

38,000円�

40,000円�

49,000円�

56,000円�

市町村民�
税非課税�
世帯�

市町村民�
税課税世�
帯�

母子家庭�
など（注）�

上記以外�

母子家庭�
など（注）�

上記以外�

36,000円未満�

36,000円以上�
72,000円未満�

72,000円以上�
126,000円未満�

126,000円以上�
180,000円未満�

180,000円以上�
459,000円未満�

459,000円以上�

保育料（月額）�

３歳未満児�３歳以上児�定　　　　義�

生活保護法による生活保護世帯�
（単給世帯を含む）�

問�

長崎県議会議員一般選挙�

午前７時～午後６時（※高島地区は午後４時まで）�

平戸の未来を決めるのは　私たち一人ひとりの投票です�

選挙管理委員会事務局（　内線2364）�
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確
定
申
告
が�

　
　 

間
違
っ
て
い
た
ら�

�

問�

�

�

平
戸
税
務
署�

 �
23
‐
２
１
３
１�

ピ
ー
プ
ル
ト
ゥ
ピ
ー
プ
ル『
学
生
大
使
』�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
受
入
家
庭
募
集�

問�

�

�

『
ピ
ー
プ
ル
ト
ゥ
ピ
ー
プ
ル
訪
問
を
通
し
て�

平
戸
の
将
来
を
考
え
る
市
民
の
会
』（
事
務
局
・
平
戸
観
光
協
会
内
）�

　�
23
‐
８
６
０
０�

�������

　
こ
の
夏
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
大
型
国
際

修
学
旅
行『
ピ
ー
プ
ル
ト
ゥ
ピ
ー
プ
ル
　

学
生
大
使
』（
高
校
生
４
５
０
〜
６
０
０
人
）

が
平
戸
を
訪
れ
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。

今
年
の
６
月
か
ら
７
月
ま
で
の
間
ほ
ぼ
毎

週
、
平
戸
の
町
は
外
国
か
ら
の
若
者
た
ち

で
賑
わ
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。�

　「
ピ
ー
プ
ル
ト
ゥ
ピ
ー
プ
ル
」と
は
、
１�

���������������

�������

９
５
６
年
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
大
統
領
に

よ
り
設
立
さ
れ
た
国
際
親
善
団
体
で
、
毎

年
数
万
人
の
若
者
を
世
界
各
地
へ
送
り
出

し
て
い
ま
す
。�

　
一
行
は
１
グ
ル
ー
プ
約
40
人
で
東
京
・

京
都
・
長
崎
県
を
14
日
の
日
程
で
旅
行
し
、

県
内
で
は
平
戸
・
小
値
賀
・
佐
世
保
・
長

崎
の
各
地
へ
計
４
泊
の
滞
在
予
定
で
す
。�

　
各
地
に
お
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
自
然
・
文

化
体
験
の
ほ
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特

徴
を
活
か
し
た
市
民
の
み
な
さ
ん
と
学
生

と
の
交
流
が
企
画
さ
れ
て
い
ま
す
。�

「
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
受
入
家
庭�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
募
集
し
ま
す
」�

　
平
戸
で
の
滞
在
中
、
学
生
大
使
と
交
流

を
希
望
す
る
家
庭
を
募
集
し
ま
す
。
中
高

生
の
い
る
家
庭
な
ど
、
英
語
に
触
れ
国
際

セ
ン
ス
を
養
う
絶
好
の
機
会
で
す
。�

○
期
　
　
間
　
６
月
〜
７
月�

　
　
　
　
　
　
毎
週
火
曜
・
水
曜�

○
訪
問
人
数
　
１
家
庭
当
た
り
２
人�

○
滞
在
時
間
　
夕
方
迎
え
〜
夕
食
〜
朝
食

　
後
出
発（
１
泊
２
日
）�

※
家
庭
へ
の
負
担
が
少
な
い
時
間
設
定
で
、

　
仕
事
の
日
で
も
気
軽
に
応
募
で
き
ま
す
。�

※
１
回
で
も
、
複
数
回
で
も
受
け
入
れ
た

　
い
家
庭
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。�

※
受
入
家
庭
に
は
、
受
入
人
数
に
応
じ
て

　
規
程
の
範
囲
内
で
謝
礼
を
お
支
払
い
し

　
ま
す
。�

※
期
間
中
は
日
英
両
語
に
堪
能
な
事
務
局

　
員
が
各
家
庭
の
サ
ポ
ー
ト
に
待
機
し
ま

　
す
。�

※
申
し
込
ま
れ
た
家
庭
に
は
、
４
月
以
降
、

　
市
内
各
所
で
、
説
明
会
や
受
入
に
向
け

　
て
の
簡
単
な
研
修
・
英
会
話
レ
ッ
ス
ン

　
も
開
催
し
ま
す（
無
料
）。�

　�　
ま
た
、
こ
の
受
け
入
れ
を
通
し
た
平
戸

の
活
性
化
を
共
に
考
え
る「
市
民
サ
ポ
ー

タ
ー
」も
募
集
し
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ

る
人
は
ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。�

　
平
戸
が
国
際
観
光
地
と
し
て
名
を
馳
せ

る
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
こ
の
機
会
に
、

市
民
の
み
な
さ
ん
の
輪
で
こ
の
事
業
を
育

て
て
み
ま
せ
ん
か
。�

○
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ �

『
ピ
ー
プ
ル
ト
ゥ
ピ
ー
プ
ル
訪
問
を
通
し

て
平
戸
の
将
来
を
考
え
る
市
民
の
会（
略
・

Ｐ
Ｔ
Ｐ
歓
迎
委
員
会
）』（
事
務
局
・
平
戸
観

光
協
会
内
）�

▼
Ｅ
メ
ー
ル
　in

fo@
h
irad
o-n
et.com

�

�

���

　�

�

　
確
定
申
告
書
を
提
出
し
た
後
で
、
計
算

誤
り
な
ど
申
告
内
容
に
間
違
い
が
あ
る
こ

と
に
気
付
い
た
り
、
う
っ
か
り
し
て
確
定

申
告
書
の
提
出
を
忘
れ
て
い
た
り
し
て
い

る
人
は
い
ま
せ
ん
か
？
申
告
内
容
に
間
違

い
が
あ
る
と
き
は
、
そ
れ
を
訂
正
す
る
手

続
き
が
あ
り
ま
す
。�

　
ま
た
、
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
に
申
告
書
の
提
出
を
忘
れ
て
い
る

と
き
は
、
た
だ
ち
に
確
定
申
告
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。�

○
税
額
を
多
く
申
告
し
て
い
た
と
き�

　
確
定
申
告
書
を
提
出
し
た
後
で
、
税
額

を
多
く
申
告
し
て
い
た
こ
と
に
気
付
い
た

と
き
は
、「
更
正
の
請
求
」を
し
て
正
し
い

税
額
へ
の
訂
正
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。�

※
更
正
の
請
求
書
は
、
平
戸
税
務
署
に
備 �

　
え
付
け
て
あ
り
ま
す�

○
税
額
を
少
な
く
申
告
し
て
い
た
と
き�

　
確
定
申
告
書
を
提
出
し
た
後
で
、
税
額

を
少
な
く
申
告
し
て
い
た
こ
と
に
気
付
い

た
と
き
は
、「
修
正
申
告
」を
し
て
正
し
い

税
額
に
修
正
し
て
く
だ
さ
い
。�

※
修
正
申
告
書
は
、
平
戸
税
務
署
に
備
え

　
付
け
て
あ
り
ま
す
。�
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赤
ち
ゃ
ん�

保
護
者�

行
　
政
　
区�

■２月の交通事故� ■２月末までの�
　火災救急件数�件　数�

死　者�

負傷者�
（重傷）1名  （軽傷）13名�

（　）内は昨年同期�

火災�

救急�

8件（7件）�

175件（212件）�

死

亡
�

氏
　
　
名�

年
齢�

死
亡
日�

行
　
政
　
区�

ご
冥
福
を�

お
祈
り
し
ま
す�

篤志および香典返しで、次の方々から�
ご寄付がありました（敬称略）。�善意のともしび�

根獅子小学校へ�

　○飯良町　竹田　公一（亡父　傳重）�

問�

申�

第
３
回
台
湾
親
善
訪
問
団
員�

を
募
集
し
ま
す�

��
(

社)

平
戸
観
光
協
会�

　�
23
‐
８
６
０
０�

���【
平
戸
地
区
】�

入
口
　
啓
志
 
彰
太
 

上
大
垣
�

山
野
詩
衣
奈
 
明
広
 

山
野
・
白
石
�

志
田
魅
萠
璃
 
嗣
尚
 

田
原
崎
�

杉
山
　
元
紀
 
勝
男
 

戸
石
川
�

杉
山
　
心
勇
 
勝
男
 

戸
石
川
�

杉
山
　
心
美
 
勝
男
 

戸
石
川
�

杉
山
　
元
太
 
勝
男
 

戸
石
川
�

米
倉
　
崚
亮
 
薫
 

上
大
垣
�

立
石
　
暁
音
 
健
三
 

下
中
津
良
�

山
内
　
元
稀
 
勝
也
 

高
越
�

川
下
　
優
華
 
二
三
夫
 稗
田
�

川
下
　
美
優
 
二
三
夫
 稗
田
�

三
木
　
紗
帆
 
隆
靖
 

上
大
垣
�

【
生
月
地
区
】�

鈴
木
康
太
郎
 
和
也
 

舘
浦
浜
�

久
豊
　
比
呂
 
利
紀
 

舘
浦
屋
敷
�

白
石
　
奈
々
 
裕
幸
 

舘
浦
屋
敷
�

花
田
　
大
翔
 
健
二
 

壱
部
�

石
山
　
隼
輔
 
富
啓
 

山
田
�

【
田
平
地
区
】�

松
山
　
樹
乃
 
健
治
 

永
久
保
�

田
川
　
彩
姫
 
太
志
 

坊
田
�

中
島
　
祐
樹
 
幸
男
 

日
の
浦
�

【
大
島
地
区
】�

松
本
　
遥
奈
 
真
輔
 

的
山
在
�

���

�【
平
戸
地
区
】�

福
田
ミ
ツ
ノ
 84
歳
 
1
/
26
 志
々
伎
浦
�

山
口
　
義
雄
 80
歳
 
2
/
11
 木
場
�

石
井
　
速
夫
 87
歳
 
2
/
16
 神
崎
�

鉾
屋
金
太
郎
 83
歳
 
2
/
17
 幸
の
浦
�

村
上
　
コ
ト
 97
歳
 
2
/
18
 大
久
保
�

松
永
清
三
郎
 81
歳
 
2
/
20
 獅
子
第
1
�

長
田
　
 
雄
 82
歳
 
2
/
24
 田
の
浦
�

松
口
　
保
雄
 73
歳
 
2
/
25
 獅
子
第
4
�

松
本
治
太
郎
 86
歳
 
2
/
25
 中
野
大
久
保

�

村
田
　
義
雄
 87
歳
 
2
/
28
 木
ヶ
津
第
2

�

石
田
　
安
之
 67
歳
 
3
/
4
 中
の
崎
�

江
口
　
幸
雄
 81
歳
 
3
/
8
 早
福
�

井
手
　
 
男
 76
歳
 
3
/
10
 津
吉
元
�

藤
田
　
富
一
 72
歳
 
3
/
11
 中
の
原
�

田
村
　
ヲ
ト
 94
歳
 
3
/
12
 堤
�

池
田
　
松
雄
 78
歳
 
3
/
14
 中
の
原
�

横
山
オ
ツ
マ
 89
歳
 
3
/
15
 獅
子
第
4
�

【
生
月
地
区
】 

 
 
 
 
 
 
 
�

小
村
末
一
郎
 91
歳
 
2
/
17
 壱
部
�

末
永
　
シ
ズ
 84
歳
 
2
/
18
 堺
目
�

　
田
見
喜
男
 70
歳
 
2
/
18
 浦
北
�

永
田
　
米
子
 73
歳
 
2
/
22
 浦
北
�

川
口
　
久
實
 73
歳
 
3
/
4
 浦
北
�

里
美
　
モ
ミ
 79
歳
 
3
/
1
 元
触
�

【
田
平
地
区
】�

冨
尾
　
節
子
 83
歳
 
2
/
16
 米
の
内
�

北
川
　
義
雄
 88
歳
 
2
/
16
 万
場
�

大
下
ツ
ヤ
子
 76
歳
 
2
/
24
 下
亀
�

　
野
　
キ
ミ
 90
歳
 
2
/
27
 小
崎
�

貞
方
ス
イ
子
 79
歳
 
3
/
2
 永
田
�

眞
辺
　
ス
ミ
 93
歳
 
3
/
13
 平
戸
口
�

【
大
島
地
区
】�

松
山
　
安
雄
 73
歳
 
2
/
19
 大
根
坂
�

柴
山
　
拓
磨
 60
歳
 
2
/
22
 大
根
坂
�

柴
山
　
金
藏
 80
歳
 
3
/
1
 大
根
坂
�

　（
２
/
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〜
３
/
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受
付
分
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国
姓
爺
の
名
で
知
ら
れ
、
日
本
と
中
国

の
共
通
の
英
雄
と
し
て
高
名
な
鄭
成
功
は
、

千
里
ヶ
浜（
川
内
町
）の
巨
石
の
陰
で
元
気

な
産
声
を
あ
げ
ま
し
た
。
父
親
は
、
明
は

福
建
省
の
海
商
、
鄭
芝
龍
。
母
親
は
、
土

地
の
田
川
七
左
衛
門
の
娘
マ
ツ
。
こ
の
２

人
の
間
に
で
き
た
子
ど
も
が
、
後
に
中
国

に
渡
り
、
明
朝
に
仕
え
、
台
湾
を
開
放
し

て
、
今
も
民
族
の
英
雄
と
慕
わ
れ
て
い
ま

す
。�

　
こ
の
鄭
成
功
の
遺
徳
を
偲
び
、
そ
の
功

績
を
顕
彰
す
る
た
め
、
平
戸
で
生
ま
れ
た

英
雄「
鄭
成
功
」の
ふ
る
さ
と
を
訪
れ
、
こ

の
機
会
に
台
湾
と
の
交
流
を
深
め
て
み
ま

せ
ん
か
？�

○
訪
問
期
間
　
４
月
26
日（
木
）〜
４
月
29�

　
日（
祝
・
日
）の
３
泊
４
日�

○
主
な
行
程�

▼
４
月
26
日（
木
）�

・
福
岡
空
港
か
ら
台
北
市
へ�

・
台
北
市
内
視
察�

▼
４
月
27
日（
金
）�

・
郷
愁
の
街「
非
情
城
市
」の
舞
台
・
九
　

　
視
察�

・
国
内
線
で
台
南
市
へ�

▼
４
月
28
日（
土
）�

・
鄭
成
功
文
化
節
　
松
浦
史
料
展
開
幕
式�

・
高
雄
市
へ
移
動
、
鄭
成
功
銅
像
献
花�

・
高
雄
市
内
視
察�

▼
４
月
29
日（
祝
・
日
）�

・
台
南
延
平
郡
王
祠
鄭
成
功
祖
祭
典
に
参

　
加�

・
台
南
鄭
氏
家
廟
参
拝
、
台
南
奉
祀
鄭
成

　
功
廟
参
拝�

○
募
集
人
員
　
30
人（
先
着
順
）�

○
参
加
条
件
　
訪
問
終
了
後
に
、
レ
ポ
ー

　
ト
を
提
出
す
る
こ
と
が
条
件
で
す
。�

○
旅
行
代
金
　
12
万
円�

※
旅
行
代
金
の
ほ
か
、
旅
券（
パ
ス
ポ
ー

　
ト
）を
持
っ
て
い
な
い
人
は
、
そ
の
取

　
得
に
か
か
る
費
用
が
必
要
と
な
り
ま
す
。�

○
募
集
締
切
　
４
月
10
日（
火
）�

○
応
募
方
法
　
電
話
、
ま
た
は
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

　
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。�

▼
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
23
‐
８
６
０
１
　�

9件�

0名�

14名�
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　0950-22-4111  FAX0950-22-5178�
E-mail  kikaku@city.hirado.lg.jp�
印刷／有限会社ケンホクプリント�

※３月１日現在�

人口の動き�

表紙説明�

編集室からひとこと�

女性�
20,629人�
（－２）�

平戸市�
全人口�

38,972人�
（－２）�

男性�
18,343人�
（±０）�

世帯数�
14,560戸�
（＋15）�

古紙配合率100％再生紙、�
大豆油インキを使用しています。�

 （　）は�
前月との比較�
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�

▼
�

▼
�

▼
�

▼
�

▼
�

平戸市への提言　平戸市への提言　�
特集「平成特集「平成1919年度当初予算」年度当初予算」�
各種補助金のご案内　各種補助金のご案内　�
春のおでかけ情報　春のおでかけ情報　�
まちのできごと　まちのできごと　�
まちのひとびと　まちのひとびと　�
みんなの図書館　みんなの図書館　�
サン・ケア平戸通信　サン・ケア平戸通信　�
　�
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Ｐ０８�
Ｐ１0�
Ｐ１2�
Ｐ１6�
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Ｐ１９�
�
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�
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�
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�

平戸遺産～宝亀教会～　平戸遺産～宝亀教会～　�
Ｈｏｉ！ひらど、おしえて年金　Ｈｏｉ！ひらど、おしえて年金　�
受賞おめでとうございます　受賞おめでとうございます　�
平戸オランダ商館風説書平戸オランダ商館風説書、�
ふるさと探検隊　ふるさと探検隊　�
平戸市からのお知らせ　　平戸市からのお知らせ　　�
情報ひろば　　情報ひろば　　�
人口の動き・編集室から　　人口の動き・編集室から　　�

Ｐ２０�
Ｐ２１�
Ｐ２２�
�
Ｐ２４�
Ｐ２５�
Ｐ３０�
Ｐ３２�

平戸市役所も参加しています。�

　３月23日、生月海の広場で、
Ｖ・ファーレン長崎サッカー教
室（生月町商工会青年部主催・松
永和之部長）が行われ、生月町サ
ッカースポーツ少年団、生月中
学校サッカー部の児童・生徒の
みなさん33人が参加しました。
Ｖ・ファーレン長崎は、現在Ｊ
リーグ（ＪＦＬ）への昇格を目指
しているチームで、鎌田安啓、
竹村栄哉、原田武男の３選手が
子どもたちを指導。シュート練
習やドリブル練習、リフティン
グなど熱心に指導していました。�
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平戸遺産～宝亀教会～　�
Ｈｏｉ！ひらど、おしえて年金　�
受賞おめでとうございます　�
平戸オランダ商館風説書、�
ふるさと探検隊　�
平戸市からのお知らせ　　�
情報ひろば　　�
人口の動き・編集室から　　�
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Ｐ３２�

　離島としては全国最大規模と
なる風力発電機16基が、今年３
月大島村に完成しました。高さ
67ｍのタワーに、長さ40ｍのブ
レードが３枚取り付けられ、島
の東西に８基ずつ立ち並ぶ真っ
白な風車。大島村の豊かな自然、
コバルトブルーの海、真っ青な
空に向かってそびえ立つ純白の
風車16基が織りなす風景は壮観
です。早春の風を受けながら、
ゆっくりと回る風車は、平戸の
新たな観光シンボルとして、今
後が期待されます。黒�

平成19年�

目指せ！将来はＪリーガー！�
～Ｖ・ファーレン長崎サッカー教室～～Ｖ・ファーレン長崎サッカー教室～�

目指せ！将来はＪリーガー！�
～Ｖ・ファーレン長崎サッカー教室～�

大交流時代への新たな航海！�大交流時代への新たな航海！�
た　び　 だ　ち�た　び　 だ　ち�た　び　 だ　ち�た　び　 だ　ち�

かな�

～海・しま・大地とひとが奏でる活気みなぎるまちづくり～�

■事業主体：第３セクター株式会社的山大島風力発電所�

■出資金：1,000万円�

  Ｍ＆Ｄグリーンエネルギー株式会社75％　　　　　�

  平戸市25％�

■補助対象総事業費：68億4,746万８千円�

　ＮＥＤＯ補助金：17億3,903万9千円�

　借入金：36億842万9千円�

　自己資金：15億円�

■年間想定発電量：7,590万4千kW�

　(利用率：約26％・約２万世帯分）�

■発電機仕様�

　定格出力：２千kW�

　ブレード（羽根）： 40ｍ（１基３枚）�

　高さ：107ｍ(タワー67ｍ・ブレード40m)�

　総重量約：1,220ｔ�

　 (タワー147t・ブレード19.5t・発電機92.2t・基礎960t)

　的山大島における風力発電事業は、環境に優しい持続的に再生

可能なクリーンエネルギーの開発による税収で、ライフラインで

ある簡易水道・交通船事業の経費や、地域の活性化を図っていく

ソフト事業を展開するための財源確保を目的に進められてきまし

た。�

　平成10年度に風況調査を実施し風力発電建設計画に着手しま

したが、莫大な資金調達、売電入札不落、さまざまな規制解除な

どに事業は困難を極めました。幾多の紆余曲折もありましたが、

旧大島村議会の一致団結した推進体制と、住民、地権者のみなさ

んのご理解ご協力、関連企業のみなさんの努力により今年３月に

完成することができました。このプロジェクトに携わっていただ

いた全てのみなさんありがとうございました。�

幾多の困難を乗り越えてついに完成！�

～的山大島風力発電所プロジェクト～�

ヴィヴィ�ヴィ�
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